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4. 技術経営支援 

 

4.1 知的財産権の取得 

4.1.1 知的財産権総括 

(1) 知的財産権保有件数  

 
特許(件) 実用新案(件) 意匠(件) 商標(件) 

設定登録 出願中 設定登録 設定登録 設定登録 

国内※1 
今年度分 21    26   3   0    6  

累計   123  115   8   2    10  

国外※2 
今年度分   3    4 

 
累計   5    23 

PCT※3 
今年度分    1 

累計   4 

※1 国内優先権主張を利用した場合には、原出願は件数から削除しています。また登録となった場合には、累計に 

  おける「出願中」から削除しています。 

※2 自国（日本）指定も含めて計上しています。 

※3 PCT 出願後、各国への移行が完了したものについては、PCT の「出願中」から削除しています。 

 

 
(2) 出願案件数の推移（平成 18 年度～平成 26 年度まで） 

 
 

 

平成18
年度

平成19
年度

平成20
年度

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

平成26
年度

国内特許出願 18 23 26 29 23 30 22 28 26
外国特許出願 0 2 0 4 1 0 0 12 4
PCT出願 0 1 1 3 1 1 8 2 1
実用新案出願 0 0 1 0 0 2 2 0 3
商標登録出願 0 0 0 1 1 2 0 6 2
意匠登録出願 0 0 0 0 0 2 0 0 0
実施許諾数（累積） 20 16 16 19 21 21 25 34 39
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4.1.2 保有する登録済み知的財産権 

(1) 国内登録特許 

番号 登録番号 名 称 登録年月日 発明者 内    容 

1 第 3062813 号 
べっ甲基材の再生製

造方法 
H12.5.12 

横澤佑治 

今津好昭 

金谷公彦 

浅見淳一 

廣瀬徳豊 

従来廃棄していた製造工程中に発生するべっ甲端

材を再生し、有効利用することができる製造方法に

関する 

2 第 3082911 号 

球状成型用凹凸金型

盤による網目構造の

球状繊維成型物及び

その製造方法 

H12.6.30 樋口明久 
種々の繊維に低融点繊維を均等に混合し、球状に加

熱加圧して得られた繊維成型物に関する 

3 第 3122870 号 交流用 LED 点灯回路 H12.10.27

上野武司 

吉田裕道 

宮島良一 

佐藤正利 

電源電圧および周波数の変動に対し、明るさの変動

が少なく、ちらつきの少ない交流用 LED 点灯回路 

4 第 3261676 号 電気ニッケルめっき浴 H13.12.21

土井 正 

水元和成 

茅島正資 

田中慎一 

めっき排水中のほう酸やほう素の除去処理を行わ

なくてもよい、ほう酸を使用しないめっき浴で、緻

密で欠陥の少ないニッケルめっき皮膜が得られる

電気ニッケルめっき浴に関する 

5 第 3292239 号 鋳造用すず合金 H14.3.29 
佐藤健二 

他 1 名 

創造性、転写製に優れ鋳造した製品の色調が銀色に

近いものが得られる鋳造用すず合金に関する 

6 第 3326546 号 
コンピュータシステム

の故障検知方法 
H14.7.12 坂巻佳壽美

コンピュータシステムの故障を自動的に検知し、シ

ステムの信頼性を向上させる方法に関する 

7 第 3354377 号 

レーザ溶射法による

高耐食性改質層の作

製方法 

H14.9.27 
一色洋二 

藤木 栄 

レーザ溶射法を利用した、鉄鋼材料表面の耐食性の

改善 

8 第 3406390 号 
重水素の濃縮方法及

び装置 
H15.3.7 

斎藤正明 

他 3 名 

原子力・放射線施設の安全性の判断、地下水系の測

定等の指標として利用されている天然水中の重水

素の分析に必須な濃縮方法とその装置 

9 第 3520505 号 

ポリオレフィン系プ

ラスチック廃棄物か

らの液体燃料回収方

法 

H16.2.13 
山本 真 

中澤 敏 

ポリオレフィン系プラスチック廃棄物を、重油中固

体触媒剤を使用して常圧で熱分解し、ガソリン、灯

油等の軽質留分を生成しないで液体燃料を高収率

で回収する方法 

10 第 3559727 号 

放射性核種吸収体と

これを用いた放射性

核種の濃度測定法 

H16.5.28 斎藤正明 

簡易で安全な放射能測定を実現するため、シンチレ

ータと溶解しやすい発泡ポリスチレンを放射性気

体の吸収材として規格化し、この吸収材を用いて放

射能を測定する方法 

11 第 3590932 号 EMI プローブ H16.9.3 
大森 学 

山田万寿雄

電子機器から放射されるノイズ(放射電磁界)を 3つ

の検出面を同軸上に互いに 60 度の角度で配置した

EMI プローブを用いて三次元方向の感度特性で検出

するため、ノイズ源を高確度かつ迅速に探索できる

12 第 3612659 号 

フミン酸の改質によ

る吸水性材料の製造

方法 

H16.11.5 

山本 真 

中澤 敏 

他 2 名 

草炭からアルカリ抽出したフミン酸に、アクリロニ

トリルをグラフト重合させた後、加水分解させるこ

とを特徴とする吸水性材料の製造方法 

13 第 3624394 号 
電解用活性陰極の製

造方法 
H16.12.10

田中慎一 

棚木敏幸 

広瀬徳豊 

水溶液の電気分解による生産過程での電力使用量

の低減を可能とした電極の製法 

14 第 3719847 号 
摺動性材料及びその

製造方法 
H17.9.16 

三尾 淳 

仁平宣弘 

チタン表面層にイオン注入法で塩素を添加するこ

とにより、潤滑材を使用しなくても低摩擦指数かつ

耐磨耗性に優れた新しい硬質材料およびその製造

方法 

15 第 3748304 号 
重水素の濃縮度算出

決定装置 
H17.12.9 斎藤正明 

天然水中のトリチウムの分析に不可欠な濃縮法で、

従来の方法と比較して測定作業を簡易化した上、正

確な重水素濃縮度を算出する方法および装置 

16 第 3779290 号 

漆および植物繊維を

用いた成形用材料、

前記成形用材料を用

いて得られる漆／植

物繊維成形体 

H18.3.10 

木下稔夫 

上野博志 

瓦田研介 

他 1 名 

漆と植物繊維を混合して漆を植物繊維に含浸させ

たのち加熱して粉末化成用材料およびこの材料を

金型で加熱圧縮成形した成形体 

17 第 3812783 号 
超音波振動付加型摩

擦試験機 
H18.6.9 

片岡征二 

加藤光吉 

基 昭夫 

中田高志 

佐々木武三

他 1 名 

一般的な汎用試験機に超音波振動装置を組み込み、

摩擦低減に対する超音波振動付加の効果を簡便に

試験できる摩擦試験機 
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番号 登録番号 名 称 登録年月日 発明者 内    容 

18 第 3963859 号 
電動自転車用電源供

給装置 
H19.5.22 

三上和正 

小林丈士 

電動自転車の始動時にバッテリからモータに流れ

る大きな電流を制限し、必要な電流を補助電源であ

る「電気二重層コンデンサ」から供給することによ

りバッテリの長寿命化を図る 

19 第 3968413 号 
工作物に穴を形成す

る放電加工方法 
H19.4.11 

山崎 実 

森 紀年 

武井健三郎

国枝正典 

直径数十ミクロンという微細な穴あけに関する技

術で、穿孔する穴径より太い電極を用い、電極を＋、

加工物を－にし、電極を回転させながら送りつつ放

電加工を行うと、電極の外周部が消耗しながら微細

な穴が形成できる 

20 第 3970021 号 
ディジタル回路実験・

実習遠隔教育方法 
H19.6.15 

森 久直 

坂巻佳壽美

他 4 名 

ディジタル回路に関する実験・実習を回路を通じて

行えるようにした遠隔教育システム 

21 第 3993784 号 

多次元座標測定機の

性能評価方法、多次

元座標測定機の校正

用ゲージ及び校正用

ゲージの治具 

H19.7.24 

澤近洋史 

樋田靖広 

浜島義明 

他 1 名 

反転法を利用して被測定物を多次元で測定するた

め､三次元座標測定機において､スケｰル誤差､真直

度および直角度を容易に評価するための方法およ

び校正用ゲージ 

22 第 3992536 号 

ラドン等の放射性核

種の濃度測定方法と

この方法に用いる装置 

H19.7.24   

(H19.8.3)
斎藤正明 

遮光したチャンバー内にプラスチックシンチレー

タおよび光電子増倍管を対面配置し、チャンバー内

に連続的に流入させた試料水または試料空気に含

まれるラドンをシンチレータに吸収させるラドン

の放射線エネルギーでシンチレータの蛍光剤が発

光し、その回数を倍増管で計数する 

23 第 4046450 号 
表面プラズモン共鳴

センサ 
H19.11.30

上野武司 

加澤エリト

佐々木智憲

他 1 名 

光の波長または光の入射角度を変化させることに

より生じる表面プラズモン共鳴現象を利用し、物質

の濃度あるいは物質の識別に用いられる、コンパク

トで良好な感度を有するセンサ 

24 第 4086241 号 水素吸蔵合金粉末 H20.2.29 
内田 聡 

他 3 名 

鉄とチタンを主成分とする金属原料粉末をボール

ミリングすることにより得られる水素吸蔵合金粉末

25 第 4125671 号 
ノイズ測定用多素子

アンテナ 
H20.5.16 

寺井幸雄 

天早隆志 

清水康弘 

屋外の都市空間ノイズを高感度に測定するための

片手で持ち運びできる小型アンテナに関するもの 

26 第 4126576 号 
鋳造用アルミニウム

合金 
H20.5.23 

佐藤健二 

他 2 名 

材料欠陥が少なく品質・強度が向上し、かつ塑性加

工しても製品の割れが発生しにくくなり加工工数

の低減化と製品歩留まりが向上する 

27 第 4222515 号 
ダイヤモンドの研磨

方法と装置 
H20.11.28

横澤 毅 

基 昭夫 

片岡征二 

仁平宣弘 

超音波で振動しているステンレス工具をダイヤモ

ンドの表面に押しあてることにより、ダイヤモンド

を研磨する方法 

28 第 4226875 号 
放電加工による素材

の成形方法 
H20.12.5 

山崎 実 

鈴木岳美 

森 紀年 

国枝正典 

放電加工により一度開けた穴を利用して、直径数μm

の細い電極や断面形状の複雑な電極を容易に作る

ことができる 

29 第 4233222 号 着色ガラスの製造方法 H20.12.19

鈴木 蕃 

大久保一宏

小山秀美 

田中 実 

陸井史子 

一般的なソーダ石灰ガラスの原料に、重量割合で 2

～50％の三宅島火山灰を配合することにより、清澄

剤を使わなくてもガラス中に気泡が残留せず、ま

た、着色剤を使用することなく美しい青色に発色す

る高品質の着色ガラスが製造できる 

30 第 4359537 号 

立体製織体、金属繊

維立体製織体及びそれ

らの製造方法 

H21.8.14 
樋口明久 

吉野 学 

立体製織体、金属繊維立体製織体の製造方法製織繊

維の一部を屈曲させ立体製織体を得るための構造

および製法の改良に関するもの 

31 第 4392719 号 

母材表面の下地処理

方法及びこの方法に

より下地処理された

表面を持つ母材及び

製品 

H21.10.23

片岡征二 

基 昭夫 

玉置賢次 

他 3 名 

プレス用金型や機械部品の摩擦面などにおける摩

擦特性を改善し、DLC 膜を強固に密着させる加工方法

32 第 4394050 号 

低摩擦性、耐摩耗性

を向上させた金属板

の製造方法 

H21.10.23
藤木 栄 

他 1 名 

金属板およびその製造方法に関して金属母材表面

の低摩擦性、耐磨耗性を一層向上させた金属板に関

する 

33 第 4568142 号 
放電加工による素材

の成形方法 
H22.8.13 

山崎 実 

鈴木岳美 

國枝正典 

放電加工法により任意の微細軸を高精度で成形す

る方法に関する 

34 第 4573174 号 
放射線廃棄物の処理

方法及びその焼結体 
H22.8.27 

小山秀美 

小林政行 

他 1 名 

低濃度放射線物質を含有する廃棄物の処分を行う

にあたり、発生した排気物の減容化だけでなく安全

性、安定性や取り扱いやすさを画期的に向上させる

技術 
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番号 登録番号 名 称 登録年月日 発明者 内    容 

35 第 4599529 号 

放射線照射判別方法

および放射線照射判

別システム 

H22.8.11 

後藤典子 

山崎正夫 

他 3 名 

食品や生薬に対する放射線照射の有無の判別を行

うシステムと方法に関するもの 

36 第 4680612 号 
カーボンオニオンの

製造方法 
H23.2.10 

基 昭夫 

片岡征二 

後藤賢一 

玉置賢次 

他 8 名 

容易な技術で、従来の方法に比べて簡便でかつ安易

にカーボンオニオンを製造することができる実用

的な方法を提供すること 

37 第 4740439 号 塗装用ブラシ H23.5.13 
木下稔夫 

他 2 名 

ブラシ本来の機能を失うことなく毛束部の含浸保

水能力を著しく向上させ、従来不可能であった低粘

度塗料の塗布を可能にしたブラシ 

38 第 4764973 号 CRC 値の算出装置 H23.6.24 

坂巻佳壽美

乾 剛 

高山匡正 

他 4 名 

誤り検出方式の一つである簡易なハードウェアに

おいて実現できるシリアル伝送路における誤り検

査等に広く用いられる回路規模の増大を極力抑え

回路の高速化を実現した 

39 第 4776212 号 
マルチ X 線の発生方

法及びその装置 
H23.7.8 鈴木隆司 

1 種類以上の金属元素からなるフィルターを用い

て、X 線発生装置から出る連続 X 線を単色 X 線また

は 2本以上のマルチ X線にする方法および装置に関

すること 

40 第 4791746 号 

無鉛硼珪酸塩ガラス

フリット及びそのガ

ラスペースト 

H23.7.29 

田中 実 

上部隆男 

他 2 名 

鉛加工物を用いずに、ホウ珪酸塩系ガラス原料を利

用して 580℃以下の温度でガラス基板等への焼付け

ができる実用的な低融点無鉛ガラスフリットに関

するもの 

41 第 4828159 号 赤外線追尾装置 H23.9.22 大畑敏美 

パソコンや携帯電話に使われている赤外線通信技

術を活用し、通信信号に新たに提案する振幅変調信

号を付加することで、通信可能範囲や距離を感知

し、信号発生方向に自動追尾する装置 

42 第 4827657 号 

排ガス中のハロゲン

化合物及び硫黄酸化

物の分析方法と、排

ガス中のハロゲン化

合物及び硫黄酸化物

の分析用前処理装置

と、排ガス中のハロ

ゲン化合物及び硫黄

酸化物の分析用前処

理キット 

H23.9.22 
野々村誠 

栗田惠子 

排ガス中のハロゲン化合物と硫黄酸化物を分析す

るための前処理装置と前処理キットを提供するこ

とにより、排ガス中のこれらの成分を簡便、迅速、

安価に測定することができる 

43 第 4832785 号 

表面改質された超高

分子量ポリエチレン

製成形品、およびそ

の製造方法 

H23.9.30 谷口昌平 

人工関節などに用いられる超高分子量ポリエチレ

ンの低ポリエチレンの低摩擦化、耐磨耗性の向上を

目的としている 

44 第 4847931 号 

揮発性有機物除去装

置及び揮発性有機物

検出方法 

H23.10.21

紋川 亮 

石束真典 

加澤エリト

ポリマーが VOC を吸収することで溶解し、その物性

値が変化することを利用したVOCセンサー等を組み

込んだ揮発性有機物の除去装置およびその検出方法

45 第 4851432 号 

揮発性有機物回収処

理装置及びこれを有

する揮発性有機物回

収処理システム 

H23.10.28 紋川 亮 

多孔質吸着剤が持つ VOC 吸着処理能力の高さと、揮

発性有機物吸収材の持つ高いVOC吸収能力を複合す

るという技術を用いた有用な揮発性有機物回収処

理装置 

46 第 4873617 号 

低摩擦特性と耐剥離

性を有する硬質膜の

被覆部材 

H23.12.2 

基 昭夫 

後藤賢一 

他 3 名 

研磨した第一硬質膜の表面にDLC膜をコーティング

して第二硬質膜とし、表面を鏡面に研磨する硬質膜

被覆工具および摺動材の製造方法 

47 第 4920007 号 

ガラス発泡体の製造

方法、ガラス発泡体

及びガラス発泡体の

再生方法 

H24.2.10 
中澤亮二 

小山秀美 

排水中のリン酸を回収し、リン酸肥料として再資源

化するのに適した高いリン酸吸着能を有し、かつリ

ン酸の再解離が容易なガラス発泡体の製造方法に

関するものである 

48 第 4940464 号 
ネットワーク機器試

験装置 
H24.3.9 

坂巻佳壽美

乾 剛 

他 4 名 

通信メディアチップを直接 FPGA の回路により制御

することにより、高速な試験を行う。ハッシュ関数

をパケットの一部検出に用いることで高速なフィ

ルタリング試験を実現する 

49 第 4936349 号 
金属内包カーボンナノ

カプセルの製造方法 
H24.3.2 

基 昭夫 

片岡征二 

他 2 名 

量産性に優れた金属内包カーボンカプセルの製造

方法 

50 第 5019445 号 
低摩擦摺動部材およ

び低摩擦転動部材 
H24.6.22 

基 昭夫 

他 4 名 

大気中、真空中、水中および潤滑剤中で低摩擦係数

を有し、耐久性、耐荷重性に優れる摺動部材および

転動部材を提供する 

51 第 5022207 号 
多層編地および多層

編地の編成方法 
H24.6.22 飯田健一 

5 層編地や 7 層編地など、3 層より多くの層を有す

る多層編地を提供する 
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52 第 5025209 号 

絶縁層を形成するた

めの無鉛硼珪酸塩ガ

ラスフリット及びそ

のガラスペースト 

H24.6.29 

田中 実 

上部隆男 

他 3 名 

絶縁層を形成するガラス組成物中にPbOを含まない

絶縁層形成用のガラスフリットを提供する 

53 第 5055617 号 分注装置 H24.8.10 
楊 振 

他 3 名 

従来の分注装置の高さを低くし、小型の分注装置と

する 

54 第 5078002 号 

ダイヤモンド膜被覆

部材およびその製造

方法 

H24.9.7 

玉置賢次 

片岡征二 

他 2 名 

鉄基合金上に密着性良くダイヤモンド膜が被覆さ

れたダイヤモンド膜被覆部材およびその製造方法

を提供する 

55 第 5083768 号 
バイオセンサシステ

ム 
H24.9.14 

沢井正之 

他 2 名 

溶存酸素の影響を受けずに、NAD＋または NADP＋を

補酵素とする脱水素酵素の基質を正確に定量する

ことができ、安価に製造することができ、かつ携帯

性に優れた、バイオセンサシステムを提供すること

56 第 5105957 号 

自動車燃料中の植物

由来エタノール混合

量の測定法 

H24.10.12 斎藤正明 

植物由来のエタノールを含む炭化水素系自動車燃

料中のバイオエタノールの正確で簡便な測定法を

提供する 

57 第 5107261 号 

手術ナイフ、手術ナ

イフ用ブレード及び

その製造方法、並び

に手術ナイフ用ハン

ドル 

H24.10.12
加澤エリト

他 1 名 

単結晶シリコンの異方性エッチング技術を用いて

手術用ナイフを製造する技術に関する 

58 第 5107571 号 LED 制御方法 H24.10.12

宮島良一 

小林丈士 

五十嵐美穂子

多数の多色 LED を均一に同時点灯可能な LED 制御回

路を提供する 

59 第 5116245 号 

自動分析装置に用い

る検量線作成用化合

物 

H24.10.26

上野博志 

山本 真 

石田直洋 

金子真理奈

他 1 名 

硫黄および主要なハロゲン（F、Cl、Br、I）につい

て同時に検量線を作成することのできる新規な検

量線作成用化合物を提供する 

60 第 5135022 号 

揮発性有機物分解菌

用担持体及び汚染土

壌の浄化方法 

H24.11.16 紋川 亮 

特定の高分子吸収材の持つ高い揮発性有機物吸収

能力を活用し、原位置処理で、揮発性有機物を効率

的に分解することが可能とする揮発性有機物分解

菌用担持体および該揮発性有機物分解菌用担持体

を利用した汚染土壌の浄化方法を提供することで

ある 

61 第 5135341 号 

燃料用電池用セパレー

タプレートの製造方

法及びそれを利用し

た燃料電池 

H24.11.16

伊東洋一 

上野博志 

他 1 名 

燃料電池のセパレータプレートにおける反応ガスの

流通経路のパターンをスクリーン印刷により高精度

に形成する。ベースプレート 10a 上に反応ガスの流

通経路となる所定のパターンの隔壁11を印刷によっ

て形成する燃料電池用セパレータプレートの製造方

法において、導電性材料を含むインク組成物をスク

リーン印刷によって順次上方に複数回刷り重ねるこ

とにより隔壁11となる所定の厚さの導電性インキ層

11a～11e を形成することを特徴とする 

62 第 5137768 号 
断面形態制御繊維お

よびその製造方法 
H24.11.22 山本清志 

減量加工用繊維、異形断面繊維、極細繊維等の断面

形態を制御されたポリエチレンテレフタレート繊

維およびその製造方法を提供する 

63 第 5140519 号 
はんだの組成分析方

法 
H24.11.22

林 英男 

上本道久 

鉛フリーはんだに含まれる全合金構成元素と不純

物元素とを同時に分析する方法を提供する 

64 第 5147633 号 
フッ素アパタイトの

製造方法 
H24.12.7 

渡辺洋人 

仙名 保 

高い活性の可視光応答型光触媒が得られるように、

ヒドロキシアパタイト粉体からフッ素アパタイト

を製造する 

65 第 5175584 号 

局所表面プラズモン

共鳴イメージング装

置 

H25.1.11 紋川 亮 

金ナノパターン基板上で発生する局所表面プラズ

モン共鳴（LSPR）を利用して、DNA およびタンパク

質などの多検体試料を基板上に配置し、蛍光などの

タンパク質標識を行うことなく検出するLSPRイメー

ジング装置を提供する 

66 第 5177472 号 

カット面を着色した

ダイヤモンド粒子の

製造方法、およびカ

ット面に文様を描画

したダイヤモンド粒

子の製造方法 

H25.1.18 
谷口昌平 

他 1 名 

低価格の天然ダイヤモンドを着色する方法であり、

短時間に処理でき、照射後の熱処理を必要としない

カラーダイヤモンド製造方法を提供する 

67 第 5183301 号 
成形型およびその製

造方法 
H25.1.25 

寺西義一 

他 3 名 

ガラス状炭素部材を用いて、離型性が高く、しかも

凹凸部のアスペクト比が大きい場合に適した成形

型およびその製造方法を提供する 
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68 第 5183328 号 
編成体及びその製造

方法 
H25.1.25 樋口明久 

無機繊維と収縮繊維との交撚糸から編成されたも

のを用い、収縮繊維を収縮させたことにより無機繊

維が不規則に変形した状態で編成されていること

を特徴とする編成体 

69 第 5207669 号 
再生繊維製造装置及

び繊維製造方法 
H25.3.1 

樋口明久 

他 2 名 

塩ビ系壁紙を粉砕処理した後に得られる塩ビ樹脂

粉体とパルプ繊維の混合物を液体中で攪拌や分離、

濾過を行い良質なパルプ繊維を回収する装置およ

びその製造方法 

70 第 5203603 号 
親水性熱可塑性共重

合体 
H25.3.5 

清水研一 

篠田 勉 
上野博志 

芳香族ビニルジエン共重合体の二重結合部分のみ

にカルボキシン基を付加して、親水性の高分子材料

を得る方法に関する 

71 第 5214290 号 
食品用 X 線異物検査

装置およびその方法 
H25.3.8 

大平倫宏 

周 洪鈞 

他 2 名 

ベルトコンベア上を流れる食品パックに X線を透過

し、異物の判定を行う装置で、従来では検出困難で

あった微小な樹脂やガラスなどの異物を検出する

装置および方法を開発した 

72 第 5231294 号 
揮発性有機化合物吸

着材とその製造方法 
H25.3.29 

瓦田研介 

井上 潤 

廃木材を原料とするバイオエタノール製造で排出

されるリグニン残渣を揮発性有機化合物(VOC)吸着

材に転換する技術に関するものである 

73 第 5242289 号 
揮発性有機物吸収材

及びその製造方法 
H25.4.12 

紋川 亮 

田村和男 

取り扱いが簡便で、VOC の吸収能が高く、さらに活

性炭やメソポーラスシリカ等といった従来のVOC吸

着材よりもVOCの吸収能が極めて高い吸収材である

ため、吸収材の交換や再生を頻繁に行う必要のない

揮発性有機物吸収材およびその製造方法に関する 

74 第 5243222 号 

粉体分離装置、粉体

分離システム、及び

粉体分離方法 

H25.4.12 
樋口明久 

他 8 名 

異種の粉体の混合物を好適に分離可能な粉体分離

装置、粉体分離方法およびこれを用いた粉体分離シ

ステムに関する 

75 第 5261690 号 
高強度ダイヤモンド

膜工具 
H25.5.10 

横澤 毅 

玉置賢次 

寺西義一 

片岡征二 

他 2 名 

気相法でダイヤモンド膜を合成する際に、合成雰囲

気中にボロンを含むガスを積極的に導入すること

でボロンドープダイヤモンド膜を有する高強度ダ

イヤモンド膜工具に関する 

76 第 5268050 号 

カーボンナノチュー

ブ含有樹脂組成物、

硬化物、成形体及び

カーボンナノチュー

ブ含有樹脂組成物の

製造方法 

H25.5.17 
柳 捷凡 

他 2 名 

機械強度（曲げ強度、曲げ弾性率）や導電性（特に

均一性）に優れたカーボンナノチューブ含有樹脂組

成物、硬化物、成形体およびカーボンナノチューブ

含有樹脂組成物の製造方法に関する 

77 第 5281926 号 

揮発性有機化合物吸

着 剤 と そ の 製 造 方

法、並びに樹皮又は

その成型体の利用方法 

H25.5.31 
瓦田研介 

井上 潤 

樹皮またはその成型体を有効利用できる、揮発性有

機化合物吸着材とその製造方法、ならびに樹皮また

はその成型体の利用方法に関する 

78 第 5301140 号 

ガラス状炭素材から

なる微細成形型材料

とその製造方法なら

びにそれを用いた微

細成形型 

H25.6.28 
寺西義一 

他 1 名 

凹凸部の寸法を数 nm～数百 μｍ程度とする微細な

成形が行われた微細成形型の材料とその製造方法

ならびにそれを用いた微細成形型に関する 

79 第 5302860 号 家畜骨残渣の処理方法 H25.6.28 柳 捷凡 
食肉と骨とを含む家畜骨材料からエキスを抽出し

た後の家畜骨残渣の処理方法に関する 

80 第 5308608 号 

締結体締め付け力安

定化剤、これを用い

た締結力安定化法、

安定化剤を付着した

締結体構成部品 

H25.7.5 

大久保一宏

石田直洋 

他 2 名 

締結体の締め付け力を安定化することができる安

定化剤およびこれを用いた締結体の締め付け力安

定化方法、さらに、同安定化剤をあらかじめ付着さ

せてなる締結体を構成する部品に関する 

81 第 5309354 号 
高速パターンマッチ

ング装置の探索方法 
H25.7.12 

坂巻佳壽美

乾 剛 

高山匡正 

他 4 名 

バイナリデータのパターンマッチングを高速に行う

高速パターンマッチング装置の探索方法に関する 

82 第 5350866 号 皮革または革製品 H25.8.30 

飯田孝彦 

瓦田研介 

小沼ルミ 

宮崎 巖 

中村 宏 

皮革および革製品の表面に付着したおもに環境由

来のかび胞子の発芽を抑制し、かびの発生を防止も

しくは低減化できる皮革または革製品に関する 

83 第 5367341 号 
アルミニウム合金鋳物

およびアルミニウム合

金鋳物の製造方法 

H25.9.20 渡部友太郎

AL-Si（Al-Si-Mg）系合金と Al-Mg 系合金を複合化

したアルミニウム合金鋳物およびこの製造方法に

関する 
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84 第 5376669 号 

金属部材のプレス加

工方法およびプレス

加工用金型 

H25.10.4 
小金井誠司

他 6 名 

フッ素樹脂膜を潤滑皮膜としていても、プレス加工

が繰り返し行えるように金型の耐久性を高めると

ともに、チタン部材やマグネシウム合金部材といっ

た難加工金属部材について、ドライ加工を行えるよ

うにすることができるプレス加工方法等に関する 

85 第 5378024 号 揮発性有機物吸収材 H25.10.4 
紋川 亮 

藤井恭子 

揮発性有機物の吸収能（吸収量及び吸収速度）が高

く、また、熱処理により脱着が簡単にできるため、

吸収した揮発性有機物の処理が容易な揮発性有機

物吸収材に関する 

86 第 5382638 号 

マグネシウム合金部

材の成形方法および

その成形用金型 

H25.10.11
基 昭夫 

他 4 名 

絞り、曲げ成形等のプレス加工によるマグネシウム

合金部材の成形方法およびその成形用金型に関する

87 第 5388304 号 
掲示板のための照明

装置 
H25.10.18

中村広隆 

桝本博司 

三上和正 

長谷川孝 

西澤裕輔 

他 3 名 

掲示板のための照明装置、より詳細には掲示板に掲

げられた情報（掲示情報）についての視認性の改善

に寄与する照明装置に関する 

88 第 5394132 号 

揮発性有機化合物の

浄化装置及びその浄

化方法 

H25.10.25
紋川 亮 

他 1 名 

小型で設置が容易な、揮発性有機化合物に汚染され

た大気、土壌からその汚染化合物を吸着剤で除去し

て光触媒で分解する揮発性有機化合物の浄化装置、

およびその浄化方法に関する 

89 第 5399034 号 

微細成形型および微

細成形型用基材並び

に微細成形型の製造

方法 

H25.11.1 

寺西義一 

三尾 淳 

石束昌典 

コート材や潤滑材を塗布することなく離型性を高

めた微細成形型および微細成形型用基材並びに微

細成形型の製造方法に関する 

90 第 5404465 号 
ポリアニリン半導体

材料 
H25.11.8 

中川清子 

谷口昌平 

山崎正夫 

化学的操作では必要であった廃液の処理などが不

要なポリアニリン半導体材料に関する 

91 第 5414719 号 

揮発性有機化合物分

解用無機酸化物成形

触媒とその製造方法 

H25.11.22
染川正一 

他 1 名 

強度が強く保たれるとともに高い触媒活性が保持

され、安価で簡便な押し出し成形法、低温での焼成

が可能な無機酸化物成形触媒等に関する 

92 第 5413939 号 
タンパク質自動合成

精製方法及び装置 
H25.11.22

楊 振 

佐々木智憲

ディスク内に微細流路および反応室等を形成して

内部でタンパク質を自動合成し、精製したタンパク

質を供給可能とするディスクを用いたタンパク質

自動合成生成装置に関する 

93 第 5422320 号 

揮発性有機化合物分

解用触媒と揮発性有

機化合物の分解方法 

H25.11.29

染川正一 

石川麻子 

他 1 名 

揮発性有機化合物分解用触媒として用いられてい

る貴金属担持触媒よりも材料コストを抑え、より低

い温度で揮発性有機化合物を分解することができ

る触媒等に関する 

94 第 5425689 号 

ネズミ誘引方法およ

び装置、並びにネズ

ミ捕獲装置 

H25.12.6 

神田浩一 

坂巻佳壽美

大原 衛 

金田泰昌 

加藤光吉 

他 4 名 

複数の音節からなるユニットが複数回繰り返され

る周波数特性を有する超音波を用いることによっ

て、優れた誘因効果を得ることができ、ネズミを効

率よく捕獲することができるネズミ誘引方法等に

関する 

95 第 5438287 号 

難溶性アミノ酸類含

有混合組成物及びそ

の製造方法、並びに

皮膚外用剤 

H25.12.20
柳 捷凡 

他 3 名 

難溶性アミノ酸類微細粒子およびその製造方法に

係わり、さらに皮膚外用剤に関する 

96 第 5435911 号 
除放性製剤とその製

造方法 
H25.12.20

飯田孝彦 

瓦田研介 

小沼ルミ 

宮崎 巖 

短期間で気化しやすい常温揮発性薬剤成分を緩や

かに放出することができ、廃棄物量が少なく、薬剤

成分の効果の消失を容易に判別することができ、人

体への安全性も高い徐放性製剤とその製造方法に

関する 

97 第 5439155 号 
歯間清掃具及びその

製造方法 
H25.12.20

許 深 

樋口明久 

歯の表面に付着している歯垢等の汚れを除去する

ための歯間清掃具およびその製造方法に関する 

98 第 5441485 号 

揮発性有機物処理装

置及び揮発性有機物

処理方法 

H25.12.27 紋川 亮 

揮発性有機物の触媒分解処理を静的環境で行うこ

とができ、触媒活性の低下が抑制される揮発性有機

物処理装置および揮発性有機物処理方法に関する 

99 第 5448549 号 
光イオン化検出器及び

光イオン化検出方法 
H26.1.10 

平野康之 

加澤エリト

吉田裕道 

原本欽郎 

金属電極に交流電圧または交流電流を印加するこ

とで、汚染物質の存在下でも VOC 濃度の測定が可能

な光イオン化検出器等に関する 
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番号 登録番号 名 称 登録年月日 発明者 内    容 

100 第 5460113 号 

局在表面プラズモン

共鳴測定基板及び局

在表面プラズモン共

鳴センサ 

H26.1.24 
紋川 亮 

加澤エリト

VOC 等の検出対象物を捕捉するために多孔質吸着材

を備えているため、表面へのガス分子吸着による物

性変化が大きく、極めて高感度なガス検出が可能

な、局在表面プラズモン共鳴現象を利用した化学セ

ンサに関する 

101 第 5479826 号 

ガス浄化装置、プラ

ズマ生成用電極、及

びガス浄化装置 

H26.2.21 
三尾 淳 

他 2 名 

低コストかつ短時間でガスの分解および処理を実

現可能とする新規な構成のガス浄化装置およびガ

ス浄化方法ならびにこれに使用するプラズマ電極

に関する 

102 第 5486790 号 
多孔質アパタイトお

よびその製造方法 
H26.2.28 渡辺洋人 

天然骨等の廃棄物を原料とした、大きな比表面積の

アパタイト微粒子を有する多孔質アパタイトであ

り、吸着剤として用いることが可能 

103 第 5511523 号 二脚型移動装置 H26.4.4 坂下和広 
人間が暮らす住環境に存在する障害物をスムース

に跨ぎ越すことのできる二脚型移動装置に関する 

104 第 5548144 号 表示装置 H26.5.23 豊島克久 

液晶ディスプレイに比べ目の疲労が少なく、製造コ

ストを抑えることができるという優れた効果を有

する、表示装置 

105 第 5560065 号 防護服 H26.6.13 加藤貴司 

フード部を有する上衣とズボンとが一体に形成さ

れたツナギ型の防護服であり、脇下近辺に開閉部が

あるため、脱衣しやすく、製造が容易で十分な防護

性を確保できる 

106 第 5560066 号 防護服 H26.6.13 加藤貴司 

フード部を有する上衣とズボンとが一体に形成さ

れたツナギ型の防護服であり、前面に開閉部がある

ため脱衣しやすく、迅速に脱衣が可能 

107 第 5564680 号 

ガラス発泡体、ガラ

ス発泡体を含むリン

酸吸着剤、ガラス発

泡体を含む植物育成

用培地及びガラス発

泡体の製造方法 

H26.6.27 
中澤亮二 

小山秀美 

排水中のリン酸を回収するのに適した高いリン酸

吸着能を有し、かつ排水処理に使用後のガラス発泡

体の植物栽培への利用を容易にするため、植物に利

用可能な水を保持できるガラス発泡体 

108 第 5572459 号 

４種のハロゲン及び

硫黄分析用の標準物

質及びその製造方法 

H26.7.4 

上野博志 

菊池有加 

峯 英一 

試料中の微量な 4 種類のハロゲン（フッ素、塩素、

臭素、ヨウ素）および硫黄の有機元素を、迅速に高

精度で自動定量分析する際の検量線を作成する、4

種のハロゲンおよび硫黄分析用の標準物質および

その製造方法に関する 

109 第 5579644 号 赤色ガラス H26.7.18 

大久保一宏

増田優子 

上部隆男 

有害元素であるカドミウムを着色剤として使用せ

ずに、カドミウム含有の赤色ガラスと同じ赤い色を

示すソーダ石灰の赤色ガラスに関する 

110 第 5604094 号 

防かび剤組成物、お

よびそれを利用した

木材および木製品 

H26.8.29 

小沼ルミ 

宮崎 巌 

飯田孝彦 

濱野智子 

瓦田研介 

他 1 名 

木材および木製品にも適した防かび剤組成物およ

びそれを使用した防かび加工方法、木材および木製

品等に関する 

111 第 5632597 号 

弦楽器、弦楽器の製

造方法及び弦楽器製

造装置 

H26.10.17 横山幸雄 
積層造形法を活用した、弦楽器、弦楽器の製造方法

および弦楽器製造装置に関する 

112 第 5647669 号 
多孔質シリカの製造

方法 
H26.11.14

渡辺洋人 

他 2 名 

種々の形状に成型容易であり、透明性に優れ、ナノ

粒子化が可能であり、かつ炭素数が 7 以下のカチオ

ン性界面活性剤を使用しても高効率で得ることが

できる多孔質シリカの製造方法に関する 

113 第 5647836 号 
導電紙及びその製造

方法 
H26.11.14

上野武司 

竹村昌太 

島田勝廣 

無電解金属めっきにより金属で被覆された木材パ

ルプを含む導電紙およびその製造方法に関する 

114 第 5650916 号 防護服 H26.11.21 加藤貴司 

フード部を有する上衣とズボンとが一体に形成さ

れたツナギ型の防護服であり、一端の袖部から頭部

近辺を跨ぎ、他端の袖部にかけて開閉部があるた

め、防護服の脱衣が容易で、短時間で迅速に脱衣で

きる 

115 第 5660831 号 
アルミニウム合金の

材質判定方法 
H26.12.12

竹澤 勉 

上本道久 

伊藤 清 

アルミニウム合金のリサイクルにおいてアルミニ

ウム合金のグループ分けを行う場合に適用して好

適なアルミニウム合金の材質判定方法に関する 
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番号 登録番号 名 称 登録年月日 発明者 内    容 

116 第 5660918 号 

情報処理装置、コン

ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ

ム、および情報処理

方法 

H26.12.12 大平倫宏 

3 次元図形を構成する複数の頂点に対応する複数の

頂点データを有する３次元図形データに対する電

子透かしなどの付加情報の埋め込みにおいて、デー

タの改ざんが検出されやすくなるようにする情報

処理装置、コンピュータプログラム、および情報処

理方法に関する 

117 第 5667431 号 
三次元座標測定機簡

易検査用ゲージ 
H26.12.19

中西正一 

西村信司 

中村弘史 

三次元座標測定機の寸法検査を短時間に簡便に行

うことができ、マルチスタイラスの検査も実施可能

な三次元座標測定機簡易検査用ゲージに関する 

118 第 5690244 号 
はんだの組成分析方

法 
H27.2.6 林 英男 

鉛フリーはんだに含まれる各種元素を分析する方

法に関する 

119 第 5697309 号 
局在プラズモン共鳴

センサの製造方法 
H27.2.20 

加澤エリト

紋川 亮 

局在表面プラズモン共鳴現象を応用した化学セン

サの性能向上に関し、センサ性能低下の要因となっ

ていた導電・密着層を熱処理により誘電体化するこ

とを特徴とする 

120 第 5697852 号 
揮発性有機物回収シ

ステム 
H27.2.20 紋川 亮 

揮発性有機物を効率的に液化して回収することが

できる揮発性有機物回収システムに関する 

121 第 5698034 号 

加熱補助器具及び加

熱装置並びに化学的

酸素消費量の測定方

法及び加熱方法 

H27.2.20 荒川 豊 

マイクロ波によって複数の試料を簡易かつ迅速に

加熱することができるとともに、試料間の加熱むら

を小さくすることができる加熱補助器具、加熱装置

および加熱方法ならびに、複数の試料水について簡

易かつ迅速に加熱することができるとともに、試料

間の測定精度のばらつきを小さくすることができ

る化学的酸素消費量の測定方法に関する 

122 第 5711927 号 固体酸化物型燃料電池 H27.3.13 
樋口明久 

他 7 名 
固体酸化物型燃料電池に関する 

123 第 5717491 号 

揮発性有機化合物用

の担体触媒及びその

製造方法 

H27.3.27 

染川正一 

小島正行 

藤井恭子 

萩原利哉 

堂免一成 

揮発性有機化合物用の触媒層を担体に担持するに

あたって、触媒担持量を増やしても比表面積を大き

くでき、且つ触媒層が担体から剥離しにくいので、

触媒性能のアップを図ることができると共に触媒

燃焼法の装置設計がし易くなる 

 
(2) 外国特許登録 

番号 登録番号 名称 登録年月日 発明者 内    容 

1 
米国特許 

第 5203901 号 

結晶化ガラスの製造

方法 
H5.4.20 鈴木 蕃 

下水汚泥焼却灰を原料に、天然の御影石または大理

石より優れた特性を備えた結晶化ガラスを製造す

る方法 

2 
韓国特許 

第10-1212393号 

無鉛硼珪酸塩ガラス

フリット及びそのガ

ラスペースト 

H24.12.7 

田中 実 

上部隆男 

他 2 名 

鉛加工物を用いずに、ホウ珪酸塩系ガラス原料を利

用して 580℃以下の温度でガラス基板等への焼付け

ができる実用的な低融点無鉛ガラスフリットに関

するもの 

3 
米国特許 

第 8729371 号 

弦楽器、その製造方

法及び装置 
H26.5.20 横山幸雄 

積層造形法を適用した弦楽器、および弦楽器の製造

作製方法等に関する 

4 
韓国特許 

第10-1417009号 

絶縁層を形成するた

めの無鉛硼珪酸塩ガ

ラスフリット及びガ

ラスペースト 

H26.6.30 

田中 実 

上部隆男 

他 3 名 

絶縁層を形成するガラス組成物中にPbOを含まない

絶縁層形成用のガラスフリットを提供する 

5 
韓国特許 

第10-1502996号 
燃料電池用集電材 H27.3.10 

樋口明久 

他 7 名 
燃料電池用集電材に関する 

 

(3) 実用新案登録 

番号 登録番号 名称 登録年月日 発明者 内    容 

1 登録第3149562号 
モビール細工及びモ

ビール 
H21.3.11 

秋山 正 

他 1 名 

立体性を有し、かつより複雑な動作を現出し得るモ

ビール細工 

2 登録第3170441号 照明器具 H23.8.24 
上野明也 

他 1 名 

シェード部に設けられた模様板を光源が発する熱

から保護し、インテリア性の高い照明器具 

3 登録第3171954号 ブラジャー H23.11.2 
藤田薫子 

他 1 名 

授乳者や乳ガンにより乳房を切除した乳ガン患者

等が使用する、各種パッドを装着可能な圧迫感の小

さいブラジャー 

4 登録第3183799号 
注射器の針部取り外

し器具ユニット 
H25.5.8 

石堂 均 

他 2 名 

注射器使用の際の針刺し事故の防止と、自己注射器

材のユーザビリティーを追及するための注射器、特

に、ペン型のインスリン自己注射器の針部材取り外

し器具ユニットに関する 
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番号 登録番号 名称 登録年月日 発明者 内    容 

5 登録第3183939号 
炭素繊維強化樹脂製

環状ばね 
H25.5.15 

西川康博 

佐野宏康 

小船諭史 

岩田雄介 

炭素繊維で補強された樹脂を環状に巻回して成る

炭素繊維強化樹脂製環状ばねに関する 

6 登録第3194598号 装飾品及び照明器具 H26.7.4 上野明也 
希少なべっ甲を有効に利用しつつ、べっ甲が持つ風

合いを活かした装飾品および照明器具に関する 

7 登録第3195080号 

ブックスタンド、ブ

ックエンド及びブッ

クエンドユニット 

H26.12.3 秋山 正 

立て掛けて保管した書籍等の水平面でのズレを防

止するとともに、ブックスタンド一対を相互に向か

い合わせで連結させてブックエンドを構成する際、

その連結を安定させることができ、また、ブックス

タンドとブックエンドや、ブックエンド同士をそれ

ぞれ安定的に連結させていくことができ、さらに、

本の収納領域の段階的な間隔調整も容易に行える

ブックスタンド、ブックエンドおよびブックエンド

ユニットに関する 

8 登録第3195171号 パンツ型着用物 H26.12.10 
平山明浩 

他 1 名 

日常生活における着用者の動作に追随し着用者の

肌と密着して、吸収パッドからの漏れを抑制するパ

ンツ型着用物に関する 
 

(4) 意匠登録 
番号 登録番号 意匠に係る物品 登録年月日 内    容 

1 登録第 1433084 号 ランプシェード H24.1.6 LED などの光源を内部に収容して使用するシェードである 

2 登録第 1439104 号 ランプシェード H24.3.23
LED などの光源を内部に収容して使用するシェードであり、六角形

状の面の素材が透光性を有するものである 

 
(5) 商標登録 

番号 登録番号 商標 登録年月日 内    容 

1 登録第 5358694 号  H22.10.8
世界一高い電波塔東京スカイツリー、墨田区をモチーフにデザイン

開発した墨田区発の子供服中心のブランド 

2 登録第 5424369 号 
サスティーモ 

(標準文字) 
H23.7.8 

漆と植物繊維を混合して漆を植物繊維に含浸させたのち加熱して

粉末化成用材料、そして、この材料を金型で加熱圧縮成形した漆器

のブランド 

3 登録第 5466219 号  H24.1.27 有毒物を含まずに赤色の発色を実現したガラスのブランド 

4 登録第 5492668 号  H24.5.11

メリヤス（ニット）の使い方を研究するというコンセプトのもと、

メリヤスの「メリ」とラボラトリー（実験室）の「ラボ」から生ま

れたニットブランド 

5 登録第 5663387 号  H26.4.11 都産技研オリジナルのイメージキャラクター 

6 登録第 5663388 号 
チリン 

（標準文字） H26.4.11 都産技研オリジナルのイメージキャラクター名 

7 登録第 5680841 号  H26.6.27 介護服の新ブランド 

8 登録第 5689214 号  H26.7.25 都産技研のロゴマーク 

9 登録第 5689215 号 

東京都立産業技術

研究センター 

（標準文字） 
H26.7.25 都産技研の名称 

10 登録第 5689216 号 
TIRI 

（標準文字） H26.7.25 都産技研の英語略称 
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4.1.3 出願案件 
※公報が発行されていない出願の内容は「未公開」と表記しています。 

(1) 国内出願 

番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

平成 18 年度 

1 2007-079315 H19.3.26 
アーク発光分光による材

料中の微量成分分析法 
佐々木幸夫 

アーク発光分光分析装置にアルゴンと酸素

の混合ガスを導入することによる金属材料

中の炭素を主とした微量成分の定量分析に

関すること 

平成 19 年度 

1 2007-303522 H19.11.22 

吸着槽交換時期を監視す

るシステム及びこれを具

備する揮発性有機化合物

廃ガス処理装置 

阪口文雄 

武田有志 

揮発性有機化合物ガス処理装置において、吸

着体の効率的な交換や脱着が図ることので

きる、吸着体による捕集不能となる状態の検

出機構ならびに検出方法に関する 

2 2008-018066 H20.1.29 
マイクロバルブを有する

微細流路 

伊東洋一 

基 昭夫 

他 2 名 

微細流路内に磁力を用いて金属内包カーボ

ンナノ粒子を固定・移動させることにより液

体や気体の流れを制御(ON・OFF)させる技術

3 2008-022789 H20.2.1 
路面標示物の除去装置及

び路面標示物の除去方法
小池茂幸 

道路路面標示塗料をヒーターにより溶かし、

ローラーブラシでかきとり、しかも残渣を効

率よく回収することのできる道路の路面表

示物の消去方法および装置に関する 

4 2008-054596 H20.3.5 

ガス濃度測定装置および

測定方法、累積ガス量測

定装置および測定方法、

ガス除去装置における除

去剤の除去限界類推装置

および類推方法 

武田有志 

他 3 名 

管内を通過する揮発性有機化合物ガスの累

積ガス量を 1 つのセンサで計測する機構とそ

の方法に関する 

平成 20 年度 

1 2008-303347 H20.11.28 生地の加工方法 

木村千明 

小林研吾 

藤田 茂 

合成繊維とセルロース系繊維とを組成繊維

とする織物または編物から成る生地に透か

し模様と凹凸模様とを同時形成するための

生地の加工方法 

2 2009-024032 H21.2.4 
ダイヤモンド研磨装置及

びダイヤモンド研磨方法

横澤 毅 

片岡征二 

他 1 名 

曲面形状・微少孔・複雑形状面などにコーテ

ィングされた CVD ダイヤモンド膜表面を、短

時間で効率よく研磨できる装置と方法に関

するもの 

3 2009-042030 H21.2.25 

マグネシウム合金部材の

せん断加工用金型および

せん断加工方法 

基 昭夫 

他 2 名 

マグネシウム合金は、常温での延性が乏くせ

ん断面が荒れるため、最適加工条件や工具形

状を開発し、現行品に使用されているアルミ

ニウム合金と同等のせん断面平滑度を得た 

4 2009-042804 H21.2.25 
織物及び編物のプリーツ

性試験方法とその装置 

田中みどり 

岩崎謙次 

伸長法プリーツ性試験方法の距離測定を目

視から画像センサーによる方法に改善し、正

確かつ効率的な試験が可能となる装置を製

作した 

平成 21 年度 

1 

2009-134114 

【優先権主張】 

原出願

2008-145511 

H21.6.3 編針及びその製造方法 

堀江 暁 

森河和雄 

三尾 淳 

川口雅弘 

金属糸などの難編成糸を編成可能とし、ま

た、編成時に編針に発生するキズやさびを防

止するためにダイヤモンドライクカーボン

膜を施した編針とその製造方法 

2 2009-213585 H21.9.15 
画像合成装置及び画像合

成方法 

大平倫宏 

他 1 名 

取得順序未知の特徴に乏しい画像群に対す

るパノラマ画像合成装置および方法につい

ての特許出願である。請求項では、合成後に

取得漏れがあった際のアラーム機能につい

ても記述をしている 

3 2009-285657 H21.11.27 LED 点灯回路 

寺井幸雄 

染谷克明 

小林丈士 

商用電源またはその他の交流電源を利用す

る高効率で高周波ノイズ発生の無い、LED 点

灯回路 

4 2010-046922 H22.3.3 活性炭及びその製造製法

瓦田研介 

井上 潤 

萩原利哉 

他 1 名 

従来の煩雑な工程を経ずに容易な工程で、未

利用バイオマス（特に、杉やひのき等の木質

系未利用バイオマス）を原料として活用する

ことができ、しかもコストパフォーマンスに

優れた、高比表面積を有する活性炭およびそ

の製造方法 

5 2010-48371 H22.3.4 
多孔質シリカならびにそ

の製造方法および集合体

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シリ

カに適用して有効な技術 



－42－ 

番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

6 2010-71902 H22.3.26 
揮発性有機化合物分解反

応器 

紋川 亮 

杉森博和 

秋山恭子 

他 1 名 

揮発性有機化合物分解反応器をガスの流れ

が均一になるような構造にすることで、分解

反応に寄与しないデッドゾーンが生じるこ

とを回避することで分解効率を上げ、さらに

反応器自体の製造コストを抑えることを可

能とする揮発性有機化合物分解反応器 

7 2010-72806 H22.3.26 工場排気ガス処理装置 

小島正行 

平野康之 

他 2 名 

印刷工場、塗装工場、金属表面処理工場等か

ら排出される、光化学スモッグの原因となる

微小粒子物質、特に VOC（揮発性有機化合物）

および塗料、インクなどの高沸点有機化合物

ならびにダスト等を、ろ布に担持した吸着剤

を使って除去する。ハンドリング性に優れ、

かつ吸着剤の消費量が少なく、また、吸着剤

の再生が容易な排気ガス処理装置 

8 2010-72807 H22.3.26 
工場排気ガスの 2 層ろ過

装置 

小島正行 

他 2 名 

塗装、めっき、印刷等の各種工場の排気ガス

に含まれるミスト、VOC、ダストなどの有害

成分を、ろ布と 2 種類のろ過補助材を使って

捕集する。ろ過補助材は未利用資源である木

材を有効利用し、適宜回収、再生することで

経済的なプロセスを確立 

平成 22 年度 

1 2010-162015 H22.7.16 水道用ゴムパッキン 

清水研一 

飛澤泰樹 

他 2 名 

高度の物性と多量の吸水性を併せて保持し、

かつ安全性に優れた水道用ゴムパッキン 

2 2010-163584 H22.7.21 
フィールド機器用データ

ストレージシステム 

金田泰昌 

入月康晴 

佐野宏靖 

他 6 名 

記録済みのデータが外部から改変或いは削

除されたりする可能性を低減できる、フィー

ルド機器用データストレージシステム 

3 

2010-201507 

【優先権主張】 

原出願

2009-209756 

H22.9.9 人工骨部材 
寺西義一 

他 1 名 

セラミックス表面へ、生体無害イオンを直接

照射することにより、特殊膜などを使用せず

に自家骨への接着性、非接着性の制御機能な

どを付与する 

4 2010-248770 H22.11.5 
塗装物のパッチ式乾燥装

置及びその操作方法 

小島正行 

染川正一 

秋山恭子 

荻原利哉 

他 2 名 

判定作業の効率化を図り、被測定用半導体材

料を面的に PN 判定する 

5 2010-280036 H22.12.16 
コラーゲン線維ゲルおよ

びその用途 

柚木俊二 

他 2 名 

細胞の牽引力により収縮しない細胞培養用

コラーゲン線維ゲルに関する 

6 2011-002763 H23.1.11 
チタン部材の曲げ加工方

法および曲げ加工具 

小金井誠司 

基 昭夫 

他 4 名 

チタン部材について、ドライ環境下での曲げ

加工が行えるようにしたチタン部材の曲げ

加工方法および曲げ加工具に関する 

7 2011-038925 H23.2.24 オゾン濃度測定装置 
中村広隆 

他 6 名 

測定セルを通過する試料ガスが長い透過距

離を移動すると透過中にオゾンが何度も紫

外線に照射され、正しいオゾン濃度測定がで

きない。このため、窒化物系深紫外線半導体

素子を使用した、正しい測定値が得られ、装

置へのダメージを排除するオゾン濃度測定

装置を提供する 

8 2011-041203 H23.2.28 LED 点灯回路 

寺井幸雄 

染谷克明 

小林丈士 

点灯時の突入電流からの LED 保護と低消費電

力化を両立し、比較的動作電流の大きい LED

の点灯を可能とする LED 点灯回路を提供する

平成 23 年度 

1 2011-124782 H23.6.3 

有害化学物質低減木質ボー

ドの製造方法と有害化学

物質低減木質ボード 

濱野智子 

瓦田研介 

他 2 名 

木質ボードにおいて、フェノール樹脂、メラ

ミン樹脂、ユリア樹脂、イソシアネート樹脂

等の石油系樹脂を接着剤に使用しながら接

着耐久性や操作性を確保しつつシックハウ

ス症候群の原因である有害化学物質を有意

義な程度まで低減した木質ボードの実現 

2 2011-126795 H23.6.6 
数値データの圧縮システ

ム及び方法 

大原 衛 

山口隆志 

FPC 方式の技術的課題を解消し、浮動小数点

形式の数値データの圧縮率を向上させる 

3 2011-138440 H23.6.22 

絹繊維品のプリーツ加工

方法及び絹繊維品のプリ

ーツ加工品 

武田浩司 

木村千明 

小林研吾 

絹繊維品本来の特性を損なうことなく、プリ

ーツの保持性が優れる絹繊維織物等の絹繊

維品のプリーツ加工方法およびそのプリー

ツ加工品を提供する 



－43－ 

番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

4 2011-144300 H23.6.29 
無機・有機複合粒子及び

その製造方法 
柳 捷凡 

水難溶解性有機化合物を無機多孔質の細孔

内に含有し、種々の分野で利用することがで

きるナノレベルサイズの無機有機複合粒子

およびその製造方法を提供する 

5 2011-146285 H23.6.30 

燃料電池、その駆動シス

テム及び燃料電池組み立

てキット 

峯 英一 

菊池有加 

小野澤明良 

上野博志 

他 1 名 

必要な部品数を少なくして組み立ておよび

分解を容易にするとともに、良好な出力電圧

を有する燃料電池、その駆動システムおよび

燃料電池組み立てキットを提供する 

6 2011-150689 H23.7.7 
熱フィラメント CVD 装置

及び成膜方法 
長坂浩志 

熱フィラメント CVD 法によって、有効成膜面

積を大面積化することのできる熱フィラメ

ント CVD 装置およびその装置を用いた薄膜の

形成方法を得る 

7 2011-175078 H23.8.10 
揮発性有機物検出器及び

揮発性有機物検出方法 

平野康之 

原本欽朗 

吉田裕道 

揮発性有機物をイオン化させ、拡散定数の大

きさを判別することで、被測定対象に含まれ

る揮発性有機物の種別を特定することが可

能な揮発性有機物検出および揮発性有機物

検出方法に関する 

8 2011-220890 H23.10.5 
スラリ状触媒液の付着装

置 

小島正行 

藤井恭子 

染川正一 

萩原利哉 

スラリー状触媒液の付着装置に係り、特に有

害ガスを浄化するためのハニカム構造の触

媒担持担体の製造において、担体にスラリー

状触媒液を遠心力を利用して均一に付着さ

せる技術に関する 

9 2011-220895 H23.10.5 塗装物の乾燥・焼付炉 

小島正行 

藤井恭子 

染川正一 

萩原利哉 

他 1 名 

塗装物の乾燥・焼付炉に係り、特に中小規模

の塗装工場内へ好ましく設置することがで

き、装置コストの低減および塗装物を乾燥・

焼付する際の省エネに寄与する技術に関す

る 

10 2011-227936 H23.10.17 熱型加速度センサー 豊島克久 

加速度センサーに関し、三軸方向の加速度を

同時に測定可能な熱型加速度センサーに関

する 

11 2011-228859 H23.10.18 
有機溶剤の脱着方法およ

び有機溶剤の脱着装置 

杉森博和 

他 1 名 

活性炭やゼオライト等の吸着剤に吸着され

た有機溶剤を脱着して回収するための有機

溶剤の脱着方法および有機溶剤の脱着装置

の技術分野に関する 

12 2011-236695 H23.10.28 制御システム 

佐藤 研 

佐野宏靖 

他 1 名 

制御器と負荷とが電力線を介して接続され

た制御システムに関する 

13 2011-260878 H23.11.29 電解セル 斎藤正明 

電解膜を用いて水を電気分解する電解セル、

例えば重水、トリチウム水等の試料水中の純

水 を 固 体 高 分 子 電 解 質 （ Solid Polymer 

Electrolyte）から成る電解膜を用いて電解

し減容して該試料水を濃縮する電解セルに

関する 

14 2011-262112 H23.11.30 

管内壁の研掃方法、管内

壁の研掃方法に用いる偏

向部材および管内壁研掃

システム 

小野澤明良 

木下稔夫 

他 1 名 

管内壁の研掃方法、管内壁の研掃方法に用い

る偏向部材および管内壁研掃システムに関

する 

15 

2011-202620 

【優先権主張】 

原出願

2010-209727 

H23.9.16 

流路形成用ガラス組成

物、その組成物で形成さ

れる微細流路を備える石

英ガラスマイクロリアク

ター及びその流路形成方

法 

田中 実 

伊東洋一 

上部隆男 

他 1 名 

石英ガラス基板の両板の対向面にガラスペ

ーストを印刷してリブを形成しても、焼成で

熔解により崩壊せずに、高さが 50～500μm

の流路形成用ガラス組成物から成る微細流

路が形成でき、石英ガラス基板を強固に接合

でき、クラックが発生しない線熱膨張係数の

小さな、ホウ珪酸塩ガラスを含有する流路形

成用ガラス組成物を提供する 

16 2011-276326 H23.12.16 
防護帽、防護帽の使用方

法、防護服及び防護装置

服部 遊 

神田浩一 

西沢啓子 

渡辺茂幸 

他 2 名 

気体の供給によるフード部内の騒音の低減、

防護帽の装着者と他人との間での意思疎通

を適切に図ることのできる防護帽等に関す

る 

17 2011-282885 H23.12.26 
降水降下物などの自動蒸

発濃縮器 
斎藤正明 

多量の試料水の昼夜無人連続運転が可能で

あり、大幅に労力を省くことができる自動蒸

発濃縮器に関する 



－44－ 

番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

18 2011-283724 H23.12.26 

造粒体、造粒体の製造方

法、水質浄化装置、リン

酸肥料、及び、土壌改良

資材 

中澤亮二 

佐々木直里 

小山秀美 

平井和彦 

リン酸の吸着性に優れた造粒体、前記造粒体

の製造方法、リン酸の吸着性に優れた水質浄

化装置に関し、また、前記造粒体を用いたリ

ン酸肥料および土壌改良資材に関する 

19 2011-287408 H23.12.28 
ダイヤモンド膜の研磨方

法および装置 

藤巻研吾 

横澤 毅 

ダイヤモンド膜表面の平滑化による発熱量

の低下を伴う研磨速度の減速を抑制できる

ダイヤモンド膜の研磨方法および装置に関

する 

20 2012-015800 H24.1.27 

吸音率測定装置、吸音率

測定方法および吸音率測

定プログラム 

神田浩一 

西沢啓子 

渡辺茂幸 

吸音材周辺部から流入する音響エネルギの

影響を抑制し得る吸音率を得ることのでき

る吸音率測定装置等に関する 

21 

2012-068325 

【優先権主張】 

原出願

2011-064405 

H24.3.23 
冷却基材、冷却シート及

びネッククーラー 

清水研一 

飛澤泰樹 

他 1 名 

冷却シートおよびネッククーラーに関する

もので、さらに詳しくは、物体を省エネルギ

ー的に冷却する冷却基材、冷却シートおよび

ネッククーラーに関する 

22 

2012-074775 

【優先権主張】 

原出願

2011-071215 

H23.3.28 
コラーゲン膜及び培養容

器 

大藪淑美 

柚木俊二 

細胞を通過させず培養液成分などの物質を

通過可能であるとともに、細胞の観察に適し

た透明性をも有するコラーゲンゲル膜およ

びこれを用いた培養容器に関する 

平成 24 年度 

1 2012-103787 H24.4.27 尾てい骨保護下着 
藤田薫子 

他 1 名 

尾てい骨を保護して、長時間の着用および着

座が快適となる尾てい骨保護下着に関する 

2 2012-129660 H24.6.7 
重金属吸着剤及び重金属

回収方法 

小沼ルミ 

杉森博和 

飯田孝彦 

瓦田研介 

金属の吸着剤、さらに詳しくは担子菌の死菌

体またはこれを含有する廃菌床を利用した

重金属吸着剤およびこれらを使用する重金

属回収方法等に関する 

3 2012-143083 H24.6.26 

テトラフルオロエチレン

により化学修飾されたポ

リエチレンおよびその製

造方法 

榎本一郎 
機能性プラスチックに関し、特に撥水性に優

れた機能性ポリエチレンに関する 

4 2012-150881 H24.7.4 冷却シート 

飛澤泰樹 

清水研一 

他 1 名 

冷却シートに関するもので、さらに詳しく

は、物体を省エネルギー的に冷却する冷却シ

ートに係るものである 

5 

2012-151440 

【優先権主張】 

原出願

2011-150229 

H24.7.5 

相溶化剤、その相溶化剤

により相溶されてなる複

合体、相溶化剤の製造方

法及びその相溶化剤によ

り相溶されてなる複合体

の製造方法 

梶山哲人 

清水研一 

林 孝星 

安田 健 

脂肪族ポリエステルと天然繊維とを相溶せ

しめる際に用いる相溶化剤およびその相溶

化剤により相溶されてなる複合体、そして、

相溶化剤の製造方法さらに、その相溶化剤に

より相溶されてなる複合体の製造方法に関

するものである 

6 

2012-154100 

【優先権主張】 

原出願

2011-151286 

H24.7.9 
人体模型、衣服圧測定装

置および衣服圧測定方法

菅谷紘子 

岩崎謙次 

人体模型、衣服圧測定装置および衣服圧測定

方法に関し、特に、衣服圧測定用の人体模型、

当該人体模型を用いた衣服圧測定装置およ

び衣服圧測定方法に関する 

7 

2012-180829 

【分割出願】 

親出願

2008-131617 

H24.8.17 
高強度ダイヤモンド膜工

具 

横澤 毅 

寺西義一 

玉置賢次 

片岡征二 

他 1 名 

耐欠損性を向上させることで破壊強度と耐

摩耗性に優れ、かつ放電加工等の電気加工を

主体とした研磨加工が可能な多結晶・単結晶

の高強度ダイヤモンド膜工具やコーティング

工具を提供することにある 

8 2012-181879 H24.8.20 
補助布付きコート、補助

布及びマフラー 
加藤貴司 

高い防寒性を確保でき、また、補助布をマフ

ラーとして使用できるので、補助布を外して

も邪魔にならず、防寒性をさらに向上できる

補助布付きコート等に関する 

9 

2012-186879 

【優先権主張】 

原出願

2011-185806 

H24.8.27 

多孔質シリカ内包粒子の

製造方法および多孔質シ

リカ、多孔質シリカ内包

粒子 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および多

孔質シリカ、多孔質シリカ内包粒子に関し、

特に、微細な孔を有する多孔質シリカを利用

し、その孔の内部に微細な粒子を内包させる

技術に関する 

10 2012-214096 H24.9.27 

リング撚糸機、撚糸製造

方法、織物製造方法、撚

糸、織物および押圧スイ

ッチ 

窪寺健吾 

山本悦子 

樋口英一 

樋口明久 

金属繊維と化学繊維等を撚り合わせてなる

撚糸における金属繊維の張力の適切化を図

ることができ、さらに金属繊維の張力が適切

化された撚糸、そのような撚糸を製織してな

る織物、そのような織物を使用した押圧スイ

ッチに関する 
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番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

11 

2012-227142 

【分割出願】 

親出願

2009-520544 

H24.10.12 

燃料用電池用セパレータ

プレートの製造方法及び

それを利用した燃料電池

伊東洋一 

上野博志 

他 1 名 

燃料電池のセパレータプレートにおける反

応ガスの流通経路のパターンをスクリーン

印刷により非印刷部分を設けつつ高精度に

形成する 

12 2012-241704 H24.11.1 
鳥獣識別装置、鳥獣識別

方法、及びプログラム 

大平倫宏 

富山真一 

特定の空間領域に存在する鳥獣のうち羽ば

たいている状態の鳥獣を識別することので

きる鳥獣識別装置等に関する 

13 2012-251622 H24.11.15 ハイドロゲル 

柚木俊二 

大藪淑美 

関口正之 

他 1 名 

持続的な抗菌作用を有し、かつ正常組織への

刺激が少なく、生体適合性の高いハイドロゲ

ルに関する 

14 2012-255357 H24.11.21 

高融点ゼラチン組成物、

その製造方法、およびそ

の用途 

大藪淑美 

柚木俊二 

畑山博哉 

一般的な細胞育成の温度条件においてゲル

状態を維持することができる高融点ゼラチ

ンと、その製造方法等に関する 

15 2012-256802 H24.11.22 
コラーゲン水溶液及びそ

れから得られるゲル 

柚木俊二 

大藪淑美 

畑山博哉 

室温での流動性を長い時間保持でき、かつ、

生体温度で速やかにゲル化することが可能

なコラーゲン水溶液とそのゲル 

16 2012-257432 H24.11.26 ライトパイプ 横田浩之 

発光の形状を点状に近似させ、発光の位置を

任意とすることで、LED を光源としつつフィ

ラメント素子との相違を解消させてフィラ

メント素子の配光に近似させることができ

るライトパイプに関する 

17 2012-266048 H24.12.5 
プラスチックのバイオマ

ス由来判別方法 

永川栄泰 

柚木俊二 

斎藤正明 

固体プラスチックに含まれる放射性炭素（14

Ｃ）を、LSC 法を用いて固体のまま測定する

プラスチックのバイオマス由来判別方法 

18 

2012-275046 

【優先権主張】 

原出願

2011-275027 

H24.12.17 

骨結合性材料、人工骨並

びに基材と自家骨との結

合促進方法 

寺西義一 

他 1 名 

所望の部位において自家骨との結合を促進

させることができる骨結合性材料等に関す

る 

19 2013-021929 H25.2.7 
メカニカルシールおよび

その製造方法 

長坂浩志 

渡辺友太郎 

寺西義一 

他 1 名 

未公開 

20 

2013-070640 

【優先権主張】 

原出願

2012-125985 

H25.3.28 
LED 照明の分光分布設計

方法 

岩永敏秀 

中村広隆 

他 4 名 

基準光源との色みえの差が小さい分光分布

を得ることができる、または、ある特定の色

を鮮やかでかつ明るく見せる分光分布を得

ることが可能となる LED 照明の分光分布設計

方法に関する 

平成 25 年度 

1 2013－096087 H25.4.30 
金属編地及びその製造方

法 
唐木由佑 

通気性、光透過性に優れた金属編地およびそ

の製造方法に関する 

2 2013-100737 H25.5.10 光源装置 
横田浩之 

他 1 名 

面発光光源を発光体として用いた場合であ

っても、点光源を形成することを実現可能と

する光源装置に関する 

3 2013-113498 H25.5.29 

X 線エネルギー別画像再

構成装置及び方法並びに

X 線三次元測定装置及び

方法 

紋川 亮 

中西正一 

阿部真也 

近藤幹也 

原田 晃 

未公開 

4 

2013-119604 

【優先権主張】 

原出願

2012-129660 

H25.6.6 
重金属吸着剤及び重金属

回収方法 

小沼ルミ 

杉森博和 

飯田孝彦 

瓦田研介 

液体中の金属、特に廃水中の重金属を迅速に

吸着した後、効率よく回収できる吸着剤およ

びそれを用いた重金属の回収方法に関する 

5 2013-125803 H25.6.14 
配光測定装置および配光

測定方法 
横田浩之 

面発光体の配光分布の測定を精度良く行う

ことを可能にしつつ、装置の大型化を回避可

能にする配光測定装置等に関する 

6 2013-129077 H25.6.19 
電気ニッケルめっき液お

よび電気めっき方法 

浦崎香織里 

土井 正 

ピット防止等のための添加剤やホウ素を含

まない、高速電気めっきのめっき液として用

いた場合にも、耐食性および外観に優れため

っき皮膜が得られる電気ニッケルめっき液

に関する 

7 2013-134031 H25.6.26 
移動台車の制御装置及び

移動台車の制御方法 
坂下和広 

移動台車上に配設された構造体の向きを所

定方向に制御しつつ任意の方向に移動可能

な移動台車の制御装置に関する 
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番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

8 2013-159010 H25.7.31 飛行装置及び駆動装置 

益田俊樹 

森田裕介 

佐々木智典 

島田茂伸 

坂下和広 

空気より軽い気体を充填した気嚢を用いた

飛行装置の姿勢を自由に制御可能とするシ

ステムに関する 

9 2013-172143 H25.8.22 

照明器具の測光量測定安

定性評価方法、測光量測

定安定性評価装置、測光

量測定安定性評価プログ

ラム、およびその記録媒

体 

澁谷孝幸 

岩永敏秀 

横田浩之 

放熱構造が備えられた照明器具の光源特性

を明確にすることができ、照明器具の測光量

を測定する際の安定性の評価を精度よく行

うことができる測光量測定安定性評価方法

等に係る技術に関する 

10 2013-181647 H25.9.2 
クロムフリー化成処理液

および化成処理方法 

浦崎香緒里 

他 1 名 

クロムを用いずに、亜鉛や亜鉛合金の表面に

耐食性のより高い化成皮膜を形成する化成

処理液等に関する 

11 2013-192629 H25.9.18 オゾン濃度測定装置 
武田有志 

中村広隆 

他 3 名 

固体発光素子をチョッパ発信させ計測する

紫外線吸収式オゾン濃度測定装置に関する 

12 2013-194199 H25.9.19 
ノード装置及びネットワー

クシステム 
中川善継 

データの収集と、データフレームの転送とを

同時に行うことができ、このためスループッ

トの低下を抑制することができるノード装

置及びネットワークシステム 

13 2013-218054 H25.10.21 光学部材および光源装置
横田浩之 

他 1 名 
未公開 

14 2013-224627 H25.10.29 
X線三次元測定装置及びX

線三次元測定方法 

紋川 亮 

中西正一 

阿部真也 
未公開 

15 2013-224629 H25.10.29 
三次元測定装置及び三次

元測定方法 

紋川 亮 

中西正一 

阿部真也 
未公開 

16 

2013-240142 

【分割出願】 

親出願

2009-053490 

H25.11.20 局在プラズモン共鳴センサ
紋川 亮 

加澤エリト 

金属微細構造を持つ局在プラズモン共鳴セ

ンサにおいて、リソグラフィ法による製造上

必要不可欠な、誘電体基板と金属微細構造の

間に挿入される導電層または密着層として

の金属層を除去することなく、かつ複雑、高

価な製造工程を必要とすることのない、局在

表面プラズモン共鳴現象を利用した化学セ

ンサに関する 

17 2013-241895 H25.11.22 
運動支援システム及び運

動支援プログラム 
後濱龍太 

他 1 名 
未公開 

18 2013-256516 H25.12.11 反応物供給流路 
峯 英一 

窪寺健吾 

他 2 名 

未公開 

19 

2014-001479 

【優先権主張】 

原出願

2013-001809 

H26.1.8 
リグノセルロースからの

セルロース抽出方法 

濱野智子 

飯田孝彦 

小沼ルミ 

水越厚史 

瓦田研介 

多量の廃棄物を生じるような高温高圧処理

等を必要としない、簡便な、植物系バイオマ

スまたはリグノセルロースからのセルロー

スの溶解および／または抽出方法、特に簡便

で高効率な植物系バイオマスの糖化前処理

技術に関する 

20 2014-031747 H26.2.21 黒色合金メッキ皮膜 
水元和成 

他 2 名 
未公開 

21 2014-048017 H26.3.11 
信号検出装置及び信号検

出方法 
村上真之 

志水 匠 
未公開 

22 

2014-052115 

【優先権主張】 

原出願

2013-052321 

H26.3.14 

塩化物イオンの定量方法

及び塩化物イオンの定量

装置、並びに、塩素の定

量方法 

杉森博和 

安藤恵理 

田熊保彦 

瓦田研介 

荒川 豊 

現場で使用可能な小型の装置に適用でき、安

価であって、短時間に塩化物イオンを定量す

ることが可能であり、かつ指針値に対して十

分な感度を有している塩化物イオンの定量

方法および塩化物イオンの定量装置等に関

する 

平成 26 年度 

1 

2014-092371 

【優先権主張】 

原出願

2013-095732 

H26.4.7 

マグネシウム粉末冶金焼

結体の製造方法、そのマ

グネシウム粉末冶金焼結

体およびマグネシウム粉

末冶金材料 

岩岡 拓 

マグネシウム粉末冶金材料中のマグネシウ

ム粉末同士間の結合力を強化し、当該材料の

組織を維持したまま、その組織を緻密化した

マグネシウム粉末冶金焼結体の製造方法等

に関する 
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番

号 
出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

2 2014-079717 H26.4.8 

局在表面プラズモン共鳴

センサ、ガスセンサ及び

製造方法 

加澤エリト 

紋川 亮 
未公開 

3 2014-107600 H26.5.23 

注意再獲得支援システ

ム、訓練用画像生成装置

及びそのプログラム 

後濱龍太 

他 1 名 
未公開 

4 2014-168330 H25.6.6 触媒 
染川正一 

渡辺洋人 

他 2 名 

未公開 

5 2014-124534 H26.6.17 

圧力測定用材料とその製

造方法並びに圧力測定方

法 

吉野 徹 

山中寿行 

大久保一宏 

渡邊禎之 

未公開 

6 2014-125217 H26.6.18 

多孔質シリカに内包され

た炭素粒子蛍光体、炭素粒

子蛍光体、多孔質シリカに

内包された炭素粒子蛍光

体の製造方法および炭素

粒子蛍光体の製造方法 

林 孝星 

渡辺洋人 

他 2 名 

未公開 

7 

2014-126615 

【分割出願】 

親出願

2009-134114 

H26.6.19 編針 

堀江 暁 

森河和雄 

川口雅弘 

三尾 淳 

金属糸などの難編成糸を編成可能とし、ま

た、編成時に編針に発生するキズやさびを防

止するためにダイヤモンドライクカーボン

膜を施した編針 

8 

2014-144888 

【優先権主張】 

原出願

2013-147761 

H26.7.15 マイクロヒータ 山岡英彦 
熱応力を抑制することができるマイクロヒ

ータに関する 

9 

2014- 189562 

【優先権主張】 

原出願

2013-195891 

H26.9.18 
揮発性有機化合物検出セ

ンサ 

紋川 亮 

月精智子 

城 照彰 

他 3 名 

未公開 

10 2014-192135 H26.9.22 

サンドイッチパネル用コ

ア材、サンドイッチパネ

ル用コアおよびサンドイ

ッチパネル 

高橋俊也 

西川康博 

阿保友二郎 

未公開 

11 

2014-198975 

【分割出願】 

親出願

2012-503249 

H26.9.29 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 
渡辺洋人 

他 2 名 

種々の形状に成型容易であり、透明性に優

れ、ナノ粒子化が可能であり、かつ炭素数が

７以下のカチオン性界面活性剤を使用して

も高効率で得ることができる多孔質シリカ

と、その製造方法に関する 

12 

2014-202048 

【優先権主張】 

原出願

2014-000573 

H26.9.30 成形体 
寺西義一 

他 2 名 
未公開 

13 2014-209085 H26.10.10 
遅延量測定回路および遅

延量測定方法 
岡部 忠 未公開 

14 2014-210057 H26.10.14 

コラーゲン水溶液及びそ

れを用いたゲルの製造方

法 

柚木俊二 

畑山博哉 

大藪淑美 

未公開 

15 2014-210060 H26.10.14 
コラーゲンゲルの作製方

法及びコラーゲンゲル 

柚木俊二 

畑山博哉 

海老澤瑞枝 

未公開 

16 

2014-211950 

【優先権主張】 

原出願①

2013-095732 

原出願②

2014-125805 

H26.10.16 金属イオン捕集材 
梶山哲人 

他 1 名 
未公開 

17 2014-223328 H26.10.31 量子ドット複合光触媒 
渡辺洋人 

染川正一 

他 2 名 

未公開 

18 2014-2350504 H26.11.13 

放熱性を向上させる塗装

方法および塗装装置およ

び塗料 

木下稔夫 

他 3 名 
未公開 
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19 2014-233373 H26.11.18 多孔質シリカの製造方法
渡辺洋人 

他 2 名 
未公開 

20 2014-250421 H26.12.10 ナノ粒子の製造方法 
川口雅弘 

渡邊禎之 

林 英男 

未公開 

21 2014-259095 H26.12.22 
成形材料、成形体の製造

方法、及び成形体 
上野明也 

山中寿行 
未公開 

22 2015-006392 H27.1.16 

頭部装着体の製造方法、

かつらの製造方法、及び、

かつら 

唐木由佑 

他 2 名 
未公開 

23 2015-019615 H27.2.3 

緊急停止方法、緊急停止

システム及びその自己診

断方法 
村上真之 未公開 

24 

2015-039192 

【優先権主張】 

原出願

2014-039680 

H27.2.27 
周波数、計測システム及

び計測方法 
藤原康平 

小林丈士 
未公開 

25 2015-057992 H27.3.20 
積層造形装置を用いた積

層造形方法 
山内友貴 未公開 

26 2015-060009 H27.3.23 

ダイヤモンド薄膜の製造

方法、熱フィラメントＣ

ＶＤ装置及びメカニカル

シール 

長坂浩志 

他 2 名 
未公開 

 
(2) 外国出願（自国指定も含む） 

番号 出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

1 

第 10-2009-7023522 

【韓国移行出願】 

PCT/JP2008/061295 

H21.1.11 

燃料電池用のセパレータ

プレートの製造方法とそ

れを使用した燃料電池 

伊東洋一 

上野博志 

他 1 名 

燃料電池用セパレータブレードの製造方

法において、スクリーン印刷によって導

電性材料を複数回刷重ね、ガス流通経路

の隔壁を所定のパターンで形成する方法

2 

2012-503249 

【自国指定出願】 

PCT/JP2011/054928 

H24.7.27 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シ

リカに適用する有効な技術 

3 

13／582112 

【米国移行出願】 

PCT/JP2011/054928 

H24.8.31 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シ

リカに適用する有効な技術 

4 

201180011994.1 

【中国移行出願】 

PCT/JP2011/054928 

H24.9.3 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シ

リカに適用する有効な技術 

5 

11750758.2 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2011/054928 

H24.9.27 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シ

リカに適用する有効な技術 

6 

10-2012-7025433 

【韓国移行出願】 

PCT/JP2011/054928 

H24.9.27 
多孔質シリカの製造方法

および多孔質シリカ 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカの製造方法および多孔質シ

リカに適用する有効な技術 

7 

11 2011 103 324.9 

【ドイツ移行出願】 

PCT/JP2011/072912 

H25.3.8 燃料電池用集電材 
樋口明久 

他 7 名 

燃料電池用集電材に係り、特に、平板型

の固体酸化物型燃料電池の MEA セルとセ

パレータの間に設けられる集電材、およ

び円筒型の固体酸化物型燃料電池の MEA

セルの空気極と燃料極の内周面または外

周面に設けられる集電材に関する 

8 

2013–533461 

【自国指定出願】 

PCT/JP2012/004025 

H26.2.24 
イオン化ガス検出器及び

イオン化ガス検出方法 

平野康之 

原本欽朗 

吉田裕道 

イオン化された被測定対象ガスを検出す

るイオン化ガス検出器およびイオン化ガ

ス検出方法に関する 

9 

10-2014-7004939 

【韓国移行出願】 

PCT/JP2012/071699 

H26.2.25 

多孔質シリカ内包粒子の

製造方法および多孔質シ

リカ、多孔質シリカ内包

粒子 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および

多孔質シリカ、多孔質シリカ内包粒子に

関し、特に、微細な孔を有する多孔質シ

リカを利用し、その孔の内部に微細な粒

子を内包させる技術に関する 

10 

14／241589 

【米国移行出願】 

PCT/JP2012/071699 

H26.2.27 

多孔質シリカ内包粒子の

製造方法および多孔質シ

リカ、多孔質シリカ内包

粒子 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および

多孔質シリカ、多孔質シリカ内包粒子に

関し、特に、微細な孔を有する多孔質シ

リカを利用し、その孔の内部に微細な粒

子を内包させる技術に関する 
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番号 出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

11 

2013-531433 

【自国指定出願】 

PCT/JP2012/072214 

H26.2.27 

成形用材料及びその製造

方法並びに該成形用材料

を用いた圧縮成形体 

木下稔夫 

神谷嘉美 

上野博志 

瓦田研介 

他 2 名 

漆、植物繊維といった天然資源（バイオ

マス）を主原料とした成形用材料に関し、

また、この成形用材料から得られる圧縮

成形体、圧縮成形体に関する 

12 

2013-531434 

【自国指定出願】 

PCT/JP2012/072216 

H26.2.27 成形体の製造方法 

木下稔夫 

村井まどか

神谷嘉美 

清水研一 

他 2 名 

漆、植物繊維といった天然資源のみから

形成される成形用材料であっても、外観

により一層優れた成形体を製造すること

ができる製造方法に関する 

13 

2013-531435 

【自国指定出願】 

PCT/JP2012/072217 

H26.2.27 
成形用材料と、これを用い

た成形体 

木下稔夫 

三尾 淳 

高橋千秋 

城 照彰 

漆、植物繊維といった天然資源（バイオ

マス）を原料として用いた場合であって

も、製造時の原料混合物の流動性が良好

で、各原料が混合機に焼き付くことを防

止でき、良好な粒度を有し、成形性によ

り一層優れた成形用材料と、これを用い

た成形体に関する 

14 

12828428.8 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2012/072214 
H26.2.27 

成形用材料及びその製造

方法並びに該成形用材料

を用いた圧縮成形体 

木下稔夫 

神谷嘉美 

上野博志 

瓦田研介 

他 2 名 

漆、植物繊維といった天然資源（バイオ

マス）を主原料とした成形用材料に関し、

また、この成形用材料から得られる圧縮

成形体、圧縮成形体に関する 

15 

12828401.5 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2012/072216 
H26.2.27 成形体の製造方法 

木下稔夫 

村井まどか

神谷嘉美 

清水研一 

他 2 名 

漆、植物繊維といった天然資源のみから

形成される成形用材料であっても、外観

により一層優れた成形体を製造すること

ができる製造方法に関する 

16 

12826932.1 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2012/072217 

H26.2.27 
成形用材料と、これを用い

た成形体 

木下稔夫 

三尾 淳 

高橋千秋 

城 照彰 

漆、植物繊維といった天然資源（バイオ

マス）を原料として用いた場合であって

も、製造時の原料混合物の流動性が良好

で、各原料が混合機に焼き付くことを防

止でき、良好な粒度を有し、成形性によ

り一層優れた成形用材料と、これを用い

た成形体に関する 

17 

201280042513.8 

【中国移行出願】 

PCT/JP2012/071699 
H26.2.28 

多孔質シリカ内包粒子の

製造方法および多孔質シ

リカ、多孔質シリカ内包

粒子 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および

多孔質シリカ、多孔質シリカ内包粒子に

関し、特に、微細な孔を有する多孔質シ

リカを利用し、その孔の内部に微細な粒

子を内包させる技術に関する 

18 

12828309.0 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2012/071699 
H26.3.12 

多孔質シリカ内包粒子の

製造方法および多孔質シ

リカ、多孔質シリカ内包

粒子 

渡辺洋人 

他 2 名 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および

多孔質シリカ、多孔質シリカ内包粒子に

関し、特に、微細な孔を有する多孔質シ

リカを利用し、その孔の内部に微細な粒

子を内包させる技術に関する 

19 

14／216,588 

【米国移行出願】 

PCT/JP2012/004025 

H26.3.17 
イオン化ガス検出器及び

イオン化ガス検出方法 

平野康之 

原本欽朗 

吉田裕道 

イオン化された被測定対象ガスを検出す

るイオン化ガス検出器およびイオン化ガ

ス検出方法に関する 

20 

12831773.2 

【欧州移行出願】 

PCT/JP2012/004025 

H26.4.7 
イオン化ガス検出器及び

イオン化ガス検出方法 

平野康之 

原本欽朗 

吉田裕道 

イオン化された被測定対象ガスを検出す

るイオン化ガス検出器およびイオン化ガ

ス検出方法に関する 

21 

2013-540845 

【自国指定出願】 

PCT/JP2012/077719 

H26.4.17 制御システム 
佐藤 研 

他 1 名 

制御器と負荷とが電力線を介して接続さ

れた制御システムに関する 

22 

14/354,758 

【米国移行出願】 

PCT/JP2012/077719 

H26.4.28 制御システム 
佐藤 研 

他 1 名 

制御器と負荷とが電力線を介して接続さ

れた制御システムに関する 

23 
62137249 

【米国仮出願】 
H27.3.24 四輪ロッカーボギー構造

坂下和広 

森田裕介 

益田俊樹 

未公開 
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(3) PCT 出願 

番号 出願番号 出願年月日 名   称 発明者 内    容 

1 

PCT/JP2009/058891 

【優先権出願】 

原出願 2008-127030 

H21.5.13 

トルエン検出センサシス

テム及びトルエンの検出

方法 

月精智子 

他 4 名 

トルエン検出センサシステムおよびトル

エンの検出方法に関し、特に高感度かつ

簡便にトルエンを検出することができ

る、トルエン検出センサシステムおよび

トルエンの検出方法 

2 

PCT/JP2014/052958 

【優先権出願】 

原出願 2013-021929 

H26.2.7 
メカニカルシールおよび

その製造方法 

長坂浩志 

渡部友太郎 

寺西義一 

他 1 名 

メカニカルシールに要求される漏洩防止

性能を満たしながら、優れた耐久性を有

するダイヤモンド被膜面を有するメカニ

カルシールおよびその製造方法 

3 

PCT/JP2014/59526

【優先権出願】 

原出願 2013-074842 

H26.3.31 悪臭処理用担持触媒 

染川正一 

井上 潤 

他 1 名 

Co、Ce 系酸化物担持触媒のさらなる高性

能化、安定性の向上を図ることができ、

長時間活性を有効に保持することのでき

る悪臭処理用の担持触媒 

4 

PCT/JP2014/064330 

【優先権出願】 

原出願 2013-113498 

H26.5.29 

Ｘ線エネルギー別画像再

構成装置及び方法並びに

Ｘ線三次元測定装置及び

方法 

紋川 亮 

中西正一 

阿部真也 

近藤幹也 

原田 晃 

未公開 

 
(4) 実用新案登録出願 

    なし 

 
(5) 意匠登録出願 

    なし 

 

(6) 商標登録出願 

番号 出願番号 出願年月日 商   標 発明者 内    容 

1 
979000 

【タイ王国出願】 
H27.3.19 

 
国際化推進室

の所管 

都産技研のロゴマーク 

区分：第 41 類 

2 
979001 

【タイ王国出願】 
H27.3.19 

 
国際化推進室

の所管 

都産技研のロゴマーク 

区分：第 42 類 
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4.1.4 実施許諾 

番号 項目 番号 名称 
実施許諾

企業数

1 特許 特許第 3812783 号 超音波振動付加型摩擦試験機 1 

2 特許 特許第 3406390 号 重水素の濃縮方法及び装置 1 

3 特許 
①特許第 4791746 号 

②韓国第10-2006-28002 
無鉛硼珪酸塩ガラスフリット及びそのガラスペースト 1 

4 特許 特許第 4394050 号 低摩擦性、耐摩耗性を向上させた金属板の製造方法 1 

5 特許 特願 2009-286822 防かび剤組成物、およびそれを使用した木材および木製品 1 

6 特許 特許第 3292239 号 鋳造用すず合金 1 

7 特許 特許第 3779290 号 
漆および植物繊維を用いた成形用材料、前記成形用材料を用いて得られ

る漆／植物繊維成形体 
1 

8 特許 特願 2010-047997 防護服 1 

9 特許 特願 2009-266467 家畜骨残渣の処理方法 1 

10 特許 特願 2011-276326 防護帽、防護帽の使用方法、防護服及び防護装置 1 

11 特許 特願 2011-282885 降水降下物などの自動蒸発濃縮器 2 

12 特許 特許第 5107571 号 LED 制御方法 1 

13 特許 特願 2001-024519 
締結体締付け力安定化剤、これを用いた締付け力安定化法、安定化剤を

付着した締結体構成部品 
1 

14 特許 特許第 3261676 号 電気ニッケルめっき浴 1 

15 特許 特許第 4599529 号 放射線照射判別方法および放射線判別システム 1 

16 特許 特許第 3122870 号 交流用 LED 点灯回路 2 

17 特許 特願 2010-074034 掲示板のための照明装置 1 

18 特許 特願 2012-251622 ハイドロゲル 1 

19 特許 特許第 5183328 号 編成体及びその製造方法 1 

20 特許 特許第 5243222 号 粉体分離装置、粉体分離システム、及び粉体分離方法 1 

21 特許 特許第 5422320 号 揮発性有機化合物分解用触媒と揮発性有機化合物の分解方法 1

22 特許 特許第 5414719 号 無機酸化物成形触媒とその製造方法 1

23 特許 特願 2011-065307 揮発性有機化合物用の担体触媒及びその製造方法 1

24 特許 特願 2013-074842 悪臭処理用担持触媒 1

25 特許 特願 2011-138440 絹繊維品のプリーツ加工方法及び絹繊維品のプリーツ加工品 1

26 特許 特許第 5083768 号 バイオセンサシステム 1

27 特許 特願 2012-503249 多孔質シリカの製造方法および多孔質シリカ 1

28 特許 特願 2010-163584 フィールド機器用データストレージシステム 1

29 特許 特願 2011-059966 赤色ガラス 1

30 特許 特願 2014-031747 黒色合金メッキ皮膜 1 

31 特許 特願 2012-214096 
リング撚糸機、撚糸製造方法、織物製造方法、撚糸、織物および押圧ス

イッチ 
1 

32 実用新案 登録第 3149562 号 モビール細工及びモビール 1 

33 実用新案 登録第 3170441 号 照明器具 1 

34 実用新案 登録第 3171954 号 ブラジャー 1 

35 意匠 登録第 1433084 号 ランプシェード 1 

36 意匠 登録第 1439104 号 ランプシェード 1 

37 商標 登録第 5358694 号 
 

1 

38 商標 登録第 5424369 号 サスティーモ【標準文字】 1 
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4.1.5 著作権の許諾 

都産技研が発行する著作物の記事利用について以下のとおり掲載申請を許諾した。 

 

著作物 許諾先 掲載先 

東京都立産業技術研究センター   

『平成 25 年度研究成果発表会要旨集』 

（平成 25 年 6 月 20 日発行）、p.121 

「現場環境における三次元測定機の高度化に関する研

究－温度ドリフトの評価および補正－」 

(一財)機械振興協会 

技術研究所 

「技研所報」 

（平成 26 年 7 月発行） 

東京都立産業技術研究センター 

『TIRI NEWS』平成 23 年 8 月号記事 

（平成 23 年 7 月 25 日発行）、pp.8-9 

「VOC 吸着能に優れたスーパーミクロポーラスシリカ

の開発」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「無機多孔質材料」 

（平成 26 年 8 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『研究報告 第 6 号（平成 23 年）』 

（平成 23 年 9 月 26 日発行）、pp.78-81 

「インクジェット式三次元造形機を用いた製品製作と

その精度評価」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「積層造形技術」 

（平成 26 年 9 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『研究報告 第 5 号（平成 22 年）』 

（平成 22 年 11 月 15 日発行）、pp.26-29 

「植物マイクロコイル含有電磁シールド材」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「電磁波シールド・電磁吸収体」 

（平成 26 年 11 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『研究報告 第 5 号（平成 22 年）』 

（平成 22 年 11 月 15 日発行）、pp.56-59 

「無電解ニッケルめっきによる導電紙の作製」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「電磁波シールド・電磁吸収体」 

（平成 26 年 11 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『研究報告 第 7 号（平成 24 年）』 

（平成 24 年 9 月 28 日発行）、pp.74-77 

「高速パルスノイズ（EFT/B）抑制のための対策部品活

用の研究」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「電磁波シールド・電磁吸収体」 

（平成 26 年 11 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『研究報告 第 7 号（平成 24 年）』 

（平成 24 年 9 月 28 日発行）、pp.78-81 

「伝導性エミッションの対策部品選定手順の開発」 

(株)東レリサーチセン

ター 

「電磁波シールド・電磁吸収体」 

（平成 26 年 11 月発行） 

東京都立産業技術研究センター   

『平成 26 年度研究成果発表会要旨集』 

（平成 26 年 6 月 19 日発行）、p.74 

「電動車椅子危険探知及び回避システムの開発」 

東京都産業労働局商工部

平成 26 年 9 月 12 日開催の「都市課題解決

のための技術戦略プログラム（安全・安心

編）普及セミナー」における東京都立産業

技術研究センター・首都大学東京連携研究

成果発表資料 

東京都立産業技術研究センター   

『平成 26 年度研究成果発表会要旨集』 

（平成 26 年 6 月 19 日発行）、p.111 

「放射線イメージングデバイスの開発」 

東京都産業労働局商工部

平成 26 年 9 月 12 日開催の「都市課題解決

のための技術戦略プログラム（安全・安心

編）普及セミナー」における東京都立産業

技術研究センター・首都大学東京連携研究

成果発表資料 

東京都立産業技術研究センター   

『平成 26 年度研究成果発表会要旨集』 

（平成 26 年 6 月 19 日発行）、p.112 

「呼吸・心拍の非接触モニタリングシステムの開発」

東京都産業労働局商工部

平成 26 年 9 月 12 日開催の「都市課題解決

のための技術戦略プログラム（安全・安心

編）普及セミナー」における東京都立産業

技術研究センター・首都大学東京連携研究

成果発表資料 

東京都立産業技術研究センター 

『TIRI NEWS』平成 24 年 12 月号記事 

（平成 24 年 11 月 25 日発行）、p.8 

「技術解説 DC 電源アナライザ ～微小電圧/電流用

電源や多電源システムの評価が可能～」 

特許庁 意匠審査用データベース 

東京都立産業技術センター 

ホームページ 

http://www.iri-tokyo.jp/joho/kohoshi/archives/co

mplaint/technique/s04.html 

繊維製品の顕微鏡試験の例として掲載している画像 8

点：綿、麻、絹、羊毛の電子顕微鏡による側面・断面

の外観写真 

東京書籍(株) 
高校理科教科書「科学と人間生活」 

（平成 29 年発行予定） 
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著作物 許諾先 掲載先 

東京都立産業技術センター 

ホームページ 

http://www.iri-tokyo.jp/joho/kohoshi/archives/co

mplaint/technique/s04.html 

繊維製品の顕微鏡試験の例として掲載している画像

20 点：綿、麻、絹、羊毛、キュプラ、レーヨン、アセ

テート、ナイロン、ポリエステル、アクリルの電子顕

微鏡による側面・断面の外観写真 

教育図書(株) 
高校家庭科教科書 

（平成 29 年度発行予定） 

東京都立産業技術研究センター 

『研究報告』 

研究報告に掲載されている論文・ノートのタイトル、

著者名、abstract 

農林水産省 文献データベース「AGRIS」 

 

また、著作物の複写（コピー）を適正に取り扱うために、平成 19 年度より公益社団法人

日本複製権センターと契約している。都産技研の関連情報が掲載された記事の所内掲示お

よび出版物等などへの掲載は、各出版社の許諾を得て行っている。許諾を得たのは、日本

経済新聞などであった。 
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4.2 海外規格対応の支援 広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP） 

広域首都圏輸出製品技術支援センター（以下、「MTEP」という。）は、1 都 10 県の運営機関（都

産技研、茨城県工業技術センター、栃木県産業技術センター、群馬県立産業技術センター、埼

玉県産業技術総合センター、千葉県産業支援技術研究所、神奈川県産業技術センター、新潟県

工業技術総合研究所、山梨県工業技術センター、長野県工業技術総合センター、静岡県工業技

術研究所）が連携して実施する中小企業のための海外展開支援サービスを提供する。平成 26

年度は、中小企業の海外規格対応の支援について円滑かつ適切な運営を進めるための運営委員

会等を、以下のとおり開催した。 

 

No. 開催年月日 開催場所 会議等名 参加機関 

1 
平成 26 年 

6 月 13 日 
都産技研 

第 3 回 MTEP 

事務局会議 

1 都 10 県運営機関 

オブザーバー機関（横浜市工業技術支援センター、

関東経済産業局、東京都産業労働局商工部、 

(独)産業技術総合研究所） 

2 
平成 26 年 

8 月 29 日 

神奈川県産業 

技術センター 

第 4 回 MTEP 

事務局会議 

1 都 10 県運営機関 

オブザーバー機関（同上） 

3 
平成 26 年 

11月 27日 

埼玉県産業技術

総合センター 

第 5 回 MTEP 

事務局会議 

1 都 10 県運営機関 

オブザーバー機関（横浜市工業技術支援センター、

関東経済産業局、東京都産業労働局商工部、 

(独)産業技術総合研究所、経済産業省） 

4 
平成 27 年 

2 月 27 日 
千葉工業大学 

第 3 回 MTEP 

運営委員会 

1 都 10 県運営機関 

オブザーバー機関（横浜市工業技術支援センター、

関東経済産業局、 (独)産業技術総合研究所） 

 

4.2.1 海外展開支援サービス 

(1) 海外規格（ISO、IEC）情報の閲覧サービス 

(2) 専門相談員による技術相談 

都産技研には次の 15 名の専門相談員を置き、相談に対応した。 

 

専門相談員氏名 技術分野 

森 浄 EMC、電気安全、CE マーキング 

河本康太郎 ※1 照明、電熱 

松浦徹也 RoHS、REACH 

岡野雅一 RoHS、REACH 

池上利寛 EMC、CE マーキング 

奥野克幸 中国規格、UL 規格 

藤ノ木修二 EMC、電気安全、CE マーキング 

小西 頴 EMC、電気安全、CE マーキング 

板谷雅樹 航空機関連 

吉川 保 機械安全、CE マーキング 

金田光範 機能安全（自動車・電子機器） 

石井 満 ※2 機械安全、CE マーキング 
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専門相談員氏名 技術分野 

田口和美 ※2 医療機器、FCC 

篠崎厚志 ※3 EMC、CE マーキング 

忍足光史 ※4 国内薬事法 

 ※1 平成26年 9月まで委嘱 

 ※2 平成26年 5月から委嘱 

 ※3 平成26年11月から委嘱 

 ※4 平成27年 3月から委嘱 

 

4.2.2 普及啓発活動 

都産技研主催や他機関主催の技術セミナーなどへ、都産技研の職員あるいは専門相談員を

派遣し、海外展開支援サービスについての普及啓発活動を以下のとおり実施した。 

  

(1) 技術セミナー等 

都産技研主催の技術セミナー 33 件 (7.1.1 技術セミナー、講習会一覧参照） 

 

MTEP 共同運営機関連携セミナー 5 件 

No. 開催年月日 実施場所 名称 

参加

者数

(人)

1 
平成 26 年 

10 月 17 日 

諏訪圏工業メッ

セ 2014 
諏訪圏工業メッセ 2014 21

2 
平成 26 年 

12 月 4 日 

茨城県工業技術

センター 
【MTEP】海外規格（CE マーキング・RoHS 指令）セミナー 40

3 
平成 27 年 

 2 月 2 日 

静岡県工業技術

研究所 
海外ビジネスことはじめ 56

4 
平成 27 年 

 2 月 19 日 

ハイブ長岡 

交流サロン 
CE マーキング入門＋改正 RoHS 指令入門 58

5 
平成 27 年 

 2 月 26 日 
浜松商工会議所 国際規格の概要と最近の動向～CE マーキング・改正RoHS指令解説～ 30

   合 計 205

 

他機関主催イベントでの講演等 10 件 

No. 開催年月日 主催者 実施先の名称 実施場所 

1 
平成 26 年 

 6 月 5 日 
都産技研 

ものづくりを革新するデザインマネ

ジメント 
都産技研 本部 

2 
平成 26 年 

 7 月 24 日 
商工会連合会 7 月度「事務局長連絡会」 立川グランドホテル 

3 
平成 26 年 

 9 月 4 日 
青梅商工会議所 多摩テクノプラザ見学会 都産技研 多摩テクノプラザ 

4 
平成 26 年 

 9 月 24 日 
日本鋳造工学会 鋳造設備研究部会 愛知県産業労働センター 

5 
平成 26 年 

10 月 10 日 
府中市 

府中テクノフェア ものづくりセミ

ナー in 府中 
府中市市民会館 

6 
平成 26 年 

10 月 20 日 
立川商工会議所 工業部会 立川商工会議所 

7 
平成 26 年 

10 月 21 日 
朝日信用金庫 朝日ビジネスマッチング 2014 東京ドームホテル 



－56－ 

No. 開催年月日 主催者 実施先の名称 実施場所 

8 
平成 26 年 

10 月 28 日 

東京都中小企業

振興公社 
新技術交流会 立川パレスホテル 

9 
平成 26 年 

12 月 9 日 

(地独)岩手県工

業技術センター 
平成 26 年度海外展開セミナー 

(地独)岩手県工業技術セン

ター 

10 
平成 27 年 

 3 月 4 日 

東京都中小企業

振興公社 
海外展開支援助成金説明会 都産技研 本部 

 

(2) MTEP メールニュース 

    海外規格セミナーや各種イベントの情報など、海外展開支援情報を提供する MTEP メー

ルニュースを配信した。 

配信回数 計 4 回 

配信登録数 約 1,300 件 

 

4.2.3 相談実績 

相談件数合計 1,008 件となり、メール相談が最も多く 575 件であった。また、相談企業

の所在地別では東京都が最も多く 591 件、規模別では中小企業が最も多く 748 件であった。 

 

(1) 相談方法別（件） 

相談方法 件 数 相談方法 件 数 

電 話 76 メール 575 

来 所 317 テレビ会議 8 

実地支援 26 オーダーメードセミナー 6 

  合計 1,008 

 

(2) 相談企業所在地別（件） 

 東京都 茨城県 群馬県 栃木県 埼玉県 千葉県 

件 数 591 11 45 11 94 15 

 

 神奈川県 山梨県 長野県 静岡県 新潟県 その他 

件 数 97 8 13 33 18 72 

 

(3) 相談企業規模別（件） 

中小企業 748 

大企業 223 

その他 37 

合計 1,008 
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4.2.4 刊行物 

中小企業への技術情報提供のため、海外規格の概要をまとめた「海外規格テキスト」など、

以下の刊行物を発行した。 

 

(1) 海外規格テキスト 

No. タイトル 発行年月 

1 EU 指令入門 *1 平成 26 年 3 月 

2 CE マーキング EMC 指令入門 *1 平成 26 年 3 月 

3 CE マーキング 低電圧指令入門 *1 平成 26 年 3 月 

4 CE マーキング 機械指令入門 *1 平成 26 年 3 月 

5 CE マーキング  RoHS 指令入門 *1 平成 26 年 3 月 

6 CE マーキング 技術文書の書き方入門 *1 平成 26 年 3 月 

7 国際規格概説 *1 平成 26 年 3 月 

8 国別規格入門 米国編（FCC、UL） *1 平成 26 年 3 月 

9 国別規格入門 中国編 *1 平成 26 年 3 月 

10 国別規格入門 韓国編 *1 平成 26 年 3 月 

11 国別規格入門 台湾編 *1 平成 26 年 3 月 

12 国別規格入門 日本編（電気用品安全法、VCCI) *1 平成 26 年 3 月 

13 国別規格入門 日本編（医療機器） *1 平成 26 年 3 月 

14 化学物質規制入門（RoHS/REACH/WEEE） *1 平成 26 年 3 月 

15 レーザ照明機器 *1 平成 26 年 3 月 

16 CE マーキング医療機器指令入門 平成 27 年 3 月 

17 EU 指令応用 リスクアセスメント 平成 27 年 3 月 

18 EU 指令応用 EN60204-1 適合の実務 平成 27 年 3 月 

19 
EU 指令応用 RoHS 対応サプライチェーンマネジメントシ

ステムの構築 
平成 27 年 3 月 

    *1：No.1～15 は、平成 26 年 3 月に発行し、4 月より主に都内中小企業向けに配布開始。 

 

(2) 東京都 平成 26 年度 海外展開技術支援「海外規格等適合化の普及啓発」事業 

   海外規格解説ガイド 

No. タイトル 発行年月 

1 REACH 規則、改訂版 RoHS 指令の概要と動向 平成 27 年 3 月 

2 RoHS 規制物質リストの改正（フタル酸エステル） 平成 27 年 3 月 

3 CE マーキング入門解説 平成 27 年 3 月 

4 ISO マネジメントシステム概要と動向 平成 27 年 3 月 

5 ISO9001/14001 規格改正 平成 27 年 3 月 
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(3) リーフレット 

No. タイトル 発行年月 部数(部)

1 広域首都圏輸出製品技術支援センター サービスガイド 平成26年 8月 7,000 

2 MTEP 1 都 10 県専門相談員紹介パンフレット 平成26年 7月 7,000 

3 都内中小企業の皆さまへ 海外展開支援サービスの紹介 平成26年 7月 2,000 

4 中小企業の海外展開支援サービス(増刷) 平成 27年 3月 8,300 

5 EMC 試験(電磁波ノイズ測定)への技術支援サービス(増刷) 平成 27年 3月 3,200 

6 RoHS 指令への技術支援サービス(増刷) 平成 27年 3月 2,700 
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4.3 技術審査 

都産技研では、東京都や公益財団法人東京都中小企業振興公社、区市、商工団体等から依頼

を受け、新製品・新技術開発などの助成事業、技術表彰、認定等の技術審査のため、書類審査

および審査委員の派遣を行った。 

平成 26 年度は 29 団体からの依頼により 64 事業の審査に携わり、延べ 3,811 件の技術審査を

行った。 

 

 実 施 主 体 審 査 件 名 延べ件数 

東京都 

産業労働局商工部 経営革新計画等承認審査会 399

産業労働局商工部 東京都ベンチャー技術大賞 390

産業労働局商工部 新事業分野開拓者認定（トライアル発注） 111

産業労働局商工部 文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞 45

その他  62

小計  （比率％）  1,007(26.4％)

(公財) 

東京都

中小企

業振興

公社 

助成課 (公財)東京都中小企業振興公社助成事業 982

助成課 中小企業応援ファンド（地域資源活用助成） 84

助成課 ものづくり産業基盤強化グループ支援事業 19

その他  224

小計  （比率％）  1,309(34.3％)

区市 

大田区 新製品・新技術支援事業 104

(公財)大田区産業振興協会 大田区中小企業新製品新技術コンクール 110

北区 新製品・新技術支援事業 16

品川区 
環境ビジネス支援事業 13

新製品・新技術開発促進事業 47

港区 新製品・新技術開発支援事業 23

府中市 新製品・新事業支援 14

その他  285

小計  （比率％）  612(16.1％)

団体等 

東京商工会議所 第 12 回勇気ある経営大賞 36

(公財)日本発明振興協会 発明大賞表彰 244

(一財)機械振興協会 新機械振興賞 63

東京都中小企業団体中

央会 
受注型中小製造業競争力強化支援事業 172

首都大学東京 板橋製品技術大賞 113

多摩信用金庫 多摩ブルー･グリーン賞 219

その他  36

小計  （比率％）  883(23.2％)

 合  計  （比率％）  3,811(100.0％)

 


